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芹
沢
執
行
委
員
長
は
、
開

会
行
事
の
挨
拶
の
冒
頭
で
、

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
来
賓

や
、
代
議
員
・
傍
聴
者
、
開

催
地
区
の
川
崎
市
教
組
に
対

し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た

あ
と
、
課
題
認
識
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
ま
ず
、
政
治

の
現
状
に
関
し
て
、
歴
史
的

事
実
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、

安
倍
政
権
の
姿
勢
や
改
憲
に

む
け
て
の
危
機
感
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
教
職

員
の
働
き
方
に
関
し
て
は
、

日
教
組
や
連
合
に
結
集
し
た

運
動
や
、
国
会
に
お
け
る
那

谷
屋
参
議
院
議
員
の
と
り
く

み
等
を
紹
介
し
、
総
労
働
時

間
の
短
縮
と
多
忙
化
の
解
消

が
、
今
年
度
の
、
神
教
組
・

地
区
教
組
の
大
き
な
と
り
く

み
の
柱
に
な
る
決
意
も
込
め

て
述
べ
ま
し
た
。
政
令
市
へ

の
給
与
費
等
の
移
譲
に
関
わ

っ
て
は
、
県
域
と
政
令
市
の

交
渉
体
制
強
化
と
、
全
県
的

運
動
課
題
へ
の
体
制
確
立
に

む
け
て
、
多
く
の
組
合
員
の

建
設
的
な
議
論
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
挨
拶
と
し
ま
し

た
。（
後
頁
に
全
文
掲
載
）

　

開
催
地
区
の
川
崎
市
教
組

門
倉
執
行
委
員
長
は
挨
拶
の

中
で
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
い

じ
め
や
犯
罪
、
そ
し
て
子
ど

も
の
反
社
会
的
行
為
な
ど
、

い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い
教

育
の
現
状
に
ふ
れ
、
学
校
現

場
の
長
時
間
労
働
は
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
超
勤

の
基
本
的
解
消
に
は
労
働
法

制
の
遵
守
と
と
も
に
教
職
員

定
数
の
改
善
と
業
務
の
大
胆

な
削
減
等
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
た
め
に
も
こ
の
大
会
を
新

た
な
機
会
の
一
つ
と
し
、
今

ま
で
以
上
の
七
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
運
動
の
強
化
、
構
築
を

す
す
め
、
私
た
ち
の
団
結
の

力
や
培
っ
て
き
た
地
域
と
の

協
働
を
す
す
め
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
神
教

組
・
地
区
教
組
は
連
帯
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
員
の
声
を

十
分
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
運
動
の
前
進
と
発

展
に
、
誠
心
誠
意
邁
進
し
て

い
く
こ
と
、
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
神

奈
川
県
中
島
副
知
事
、
牧
山

参
議
院
議
員
、
連
合
神
奈
川

柏
木
会
長
、
ま
た
、
か
な
政

連
議
員
団
を
代
表
し
て
岸
部

県
議
会
議
員
か
ら
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
那
谷
屋
参
議
院

議
員
か
ら
は
、
国
会
情
勢
報

告
と
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
二
〇

一
六
年
度
一
般
経
過
報
告
を

は
じ
め
、
第
一
号
議
案
か
ら

第
一
〇
号
議
案
ま
で
の
提
案

に
対
し
、
活
発
な
質
疑
応
答

や
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
と
し
て
は
、
次
期
学
習

指
導
要
領
の
課
題
認
識
、
小

学
校
英
語
、
教
科
と
し
て
の

道
徳
の
負
担
増
等
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
の
課

題
、
働
き
方
改
革
の
推
進
、

退
職
手
当
削
減
の
不
安
等
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
原
案
は
、
参
加
代

議
員
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
、
承
認
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
の
と
り
く
み

の
紹
介
や
運
動
の
方
向
性
、

子
ど
も
た
ち
や
組
合
員
仲
間

に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ

た
総
括
討
論
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
教
組
の
現
状
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
運
動

の
方
向
性
に
つ
い
て
確
認
す

る
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。（
後
頁
に
全
文
掲
載
）

二
〇
一七
年
度
運
動
方
針
を
決
定

神教組第92回定期大会開催
　

神
教
組
は
、
六
月
九
日
・
一
〇
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、「
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
」
に
お
い
て
第

九
二
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
界
か
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
七
地
区
教
組
代
議
員
・
傍
聴

者
の
参
加
の
も
と
、
今
日
的
な
教
育
課
題
や
学
校
現
場
に
お
け
る
と
り
く
み
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
論

議
が
展
開
さ
れ
、
運
動
の
方
向
性
を
確
認
す
る
重
要
な
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
度
の
運

動
方
針
が
可
決
決
定
さ
れ
、
神
教
組
と
地
区
教
組
の
よ
り
強
固
な
連
帯
と
運
動
の
さ
ら
な
る
前
進
、
そ

し
て
新
た
な
歴
史
の
創
造
に
む
け
て
と
り
く
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

挨拶をする
那谷屋参議院議員

開催地区を代表して挨拶をする
川崎市教組　門倉執行委員長

挨拶をする
柏木連合神奈川会長

挨拶をする
中島副知事

挨拶をする
牧山参議院議員

　

第
九
号
議
案
で
は
、
二
〇

一
七
年
度
の
神
教
組
役
員
が

承
認
さ
れ
、
本
大
会
で
退
任

す
る
役
員
に
対
す
る
感
謝
決

議
が
、
湘
南
教
組
佐
藤
執
行

委
員
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
学
び
の
保
障
を
め

ざ
す
特
別
決
議
」「
平
和
で

民
主
的
な
社
会
を
次
世
代

へ
！
日
本
国
憲
法
の
尊
重
を

求
め
る
特
別
決
議
」
が
採
択

さ
れ
、
続
け
て
大
会
宣
言
が

満
場
一
致
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
芹
沢
執

行
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
神
教
組
・
地
区
教

組
の
連
帯
と
さ
ら
な
る
前
進

を
誓
い
、
二
日
間
に
わ
た
る

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大会議長団
田原代議員（横浜市教組） 興津代議員（湘北教協） 千葉代議員（川崎市教組）

　女性が積極的に組合活動に参画し、意見反映
をはかることは、新たな発想や価値を生み出す
ことにつながります。
　今後とも機関会議・学習会・集会・動員等へ
の女性参加を推進していきましょう。

1 日目（ 6月 9日） 40.9％
2 日目（ 6月10日） 45.3％

神教組第三次男女平等参画推進計画では、
神教組定期大会への女性参画40％以上を

めざすとしています

〈神教組第92回定期大会代議員の女性参画率〉
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神
教
組
第
九
二
回
定
期
大

会
に
、
県
内
各
地
よ
り
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
代
議

員
・
傍
聴
者
の
み
な
さ
ま
、

大
会
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
公
私
と
も

に
ご
多
忙
の
中
、
神
奈
川
県

中
島
副
知
事
、
連
合
神
奈
川

柏
木
会
長
を
は
じ
め
、
行
政
、

労
働
界
、
福
祉
団
体
、
友
誼

団
体
、
各
級
議
員
お
よ
び
政

党
関
係
者
、
組
織
出
身
議
員
、

Ｏ
Ｂ
会
等
多
く
の
ご
来
賓
の

み
な
さ
ま
に
本
日
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。
満
場
の
拍
手

で
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
本

定
期
大
会
開
催
に
あ
た
り
、

会
場
確
保
や
運
営
な
ど
多
面

に
わ
た
り
大
き
な
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
門
倉

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す

る
川
崎
市
教
組
役
職
員
・
組

合
員
の
み
な
さ
ま
に
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
第
九
二
回
定
期
大

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
私
た

ち
を
と
り
ま
く
今
日
的
状
況

に
つ
い
て
、
何
点
か
に
わ
た

り
所
感
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
一
は
政
治
的
環
境
に
つ

い
て
で
す
。
与
党
が
圧
倒
的

な
議
席
数
を
国
会
に
占
め
る

中
、
森
友
学
園
土
地
払
い
下

げ
問
題
や
加
計
学
園
に
対
す

る
許
認
可
に
関
わ
る
安
倍
首

相
、
閣
僚
や
役
人
答
弁
な
ど

を
見
る
と
、
安
倍
一
強
政
治

の
弊
害
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
権
力
の
濫
用
を
防
ぎ
、

行
政
手
続
き
の
可
視
化
が
必

要
で
あ
る
と
す
る
公
文
書
公

開
条
例
の
趣
旨
を
く
つ
が
え

し
、
書
類
の
破
棄
・
黒
塗

り
・
不
存
在
が
多
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、

多
く
の
反
対
の
も
と
強
行
可

決
さ
れ
た
特
定
秘
密
保
護
法

や
、
今
ま
さ
に
、
強
行
的
に

成
立
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
て
い

る
共
謀
罪
の
法
的
な
適
用
も
、

恣
意
的
な
適
応
が
繰
り
返
さ

れ
、
適
用
拡
大
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
の
で
は
と
、
強

い
危
機
感
を
持
つ
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
、
現
代
の
治
安
維
持

法
と
も
言
わ
れ
る
共
謀
罪
が
、

参
議
院
で
審
議
さ
れ
、
一
般

人
へ
の
適
用
が
大
き
な
論
点

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

代
の
教
育
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
治
安
維
持

法
違
反
に
よ
る
検
挙
者
は
、

「
国
体
す
な
わ
ち
天
皇
制
の
転

覆
を
は
か
る
組
織
的
な
反
体

制
勢
力
」
と
の
規
定
が
、
ひ

た
す
ら
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た

歴
史
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
教
職
員

組
合
関
係
者
が
、
続
い
て
は
、

今
の
作
文
教
育
・
社
会
科
教

育
、
生
活
科
総
合
学
習
ル
ー

ツ
と
さ
れ
る
「
生
活
綴
り
方
」

に
極
め
て
ま
じ
め
に
誠
実
に

と
り
く
ん
で
い
た
青
年
教
師

が
、
全
国
的
に
五
〇
〇
人
以

上
摘
発
さ
れ
、
起
訴
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。

　

最
終
的
に
は
、
戦
争
の
継

続
に
わ
ず
か
な
疑
問
を
教
室

で
個
人
的
に
つ
ぶ
や
い
た
も

の
ま
で
が
、
検
挙
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
さ
に
、
一
切
の

批
判
を
弾
圧
し
、
国
を
あ
げ

て
、
そ
し
て
私
た
ち
教
職
員

自
身
が
青
年
や
教
え
子
を
戦

場
に
送
っ
た
歴
史
が
つ
く
り

あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
直
近
の
文
部
科
学

省
の
見
解
に
お
い
て
も
、
教

育
勅
語
の
す
べ
て
が
否
定
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
歴
史

的
事
実
と
し
て
教
材
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
自
体
は
、
否

定
的
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
勅
語
の
本
質
は
、

国
民
と
し
て
で
は
な
く
「
臣

民
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
事

柄
の
最
優
先
に
「
一
旦
緩
急

ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ

天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス

ヘ
シ
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
の
で
す
。
な
に

か
憂
慮
す
べ
き
事
柄
が
発
生

す
れ
ば
、「
義
勇
」
を
持
っ
て

し
て
、「
皇
運
」
に
役
立
つ
こ

と
を
誓
っ
て
い
る
の
で
す
。

内
容
に
お
け
る
こ
の
構
造
を

抜
け
落
ち
さ
せ
て
、
親
孝
行

や
目
上
の
人
を
大
切
に
す
る

と
い
っ
た
道
徳
的
価
値
を
再

評
価
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た

く
ナ
ン
セ
ン
ス
な
言
説
で
す
。

さ
ら
に
教
育
的
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
前
に
す
べ
て
の
学
校
に
設

け
ら
れ
た
「
奉
安
殿
」
に
ご

真
影
（
天
皇
と
皇
后
の
写
真
）

と
と
も
に
教
育
勅
語
が
奉
納

さ
れ
、
学
校
に
一
旦
火
急
の

出
来
事
を
発
生
す
れ
ば
、
学

校
長
は
児
童
・
生
徒
の
安
全

よ
り
、
奉
安
殿
か
ら
ご
真
影

と
教
育
勅
語
を
取
り
出
す
こ

と
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
歴
史
的
事
実
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
一
九
四
八

年
六
月
に
衆
議
院
・
参
議
院

で
「
教
育
勅
語
等
排
除
・
失

効
に
関
す
る
決
議
」
が
さ
れ

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
勅
語
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
第
一
次
安

倍
政
権
時
代
に
教
育
基
本
法

が
改
悪
を
さ
れ
た
時
の
国
会

答
弁
で
当
時
の
伊
吹
文
科
大

臣
は
、「
戦
中
の
教
育
に
対
す

る
反
省
な
ど
か
ら
、
天
皇
陛

下
の
お
言
葉
を
基
本
に
戦
後

の
教
育
を
作
る
こ
と
は
、
そ

ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
教
育
基
本
法
が
作
ら
れ
、

衆
参
両
院
の
議
決
に
よ
っ
て

教
育
勅
語
は
実
質
的
に
廃
止

さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
の
で
す
。
そ
の
よ

う
な
答
弁
な
く
し
て
は
、
教

育
基
本
法
の
「
改
正
」
を
行

う
こ
と
は
、
到
底
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

に
二
〇
二
〇
年
の
憲
法
改
正
、

九
条
の
改
訂
を
明
言
し
た
安

倍
首
相
は
、
年
内
に
は
新
た

な
憲
法
改
正
案
を
党
と
し
て

ま
と
め
る
よ
う
に
指
示
し
、

改
憲
に
む
け
た
具
体
的
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
突
き
す
す

め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

政
権
の
姿
勢
を
見
る
と
き
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
か
来

た
道
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

第
二
は
教
職
員
の
働
き
方

に
関
わ
る
課
題
で
す
。
現
在
、

国
や
県
に
お
い
て
も
、
働
き

方
改
革
が
焦
眉
の
課
題
に
は

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
教
職

員
の
働
き
方
に
関
し
て
は
、

今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改

定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小

学
校
英
語
の
教
科
化
や
「
特

別
な
教
科　

道
徳
の
新
設
」

と
い
っ
た
、
誰
が
見
て
も
教

職
員
の
負
担
が
増
加
す
る
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
抜
本
的
な

定
数
改
善
が
は
か
ら
れ
て
い

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
労
働
時
間
の
短
縮
や
時
間

外
勤
務
の
減
少
と
い
っ
た
働

き
方
改
革
論
議
の
課
題
解
決

が
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
枠

外
の
話
と
し
て
置
き
去
り
に

さ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
に
強
い
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
教
組
は
長
労
働

時
間
是
正
の
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
連
合
・

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
校
長
会
な
ど

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
教
職

員
の
労
働
時
間
の
課
題
が
、

社
会
的
な
関
心
事
と
な
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

成
果
は
、
連
合
総
研
や
文
部

科
学
省
の
時
間
外
勤
務
調
査

結
果
が
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
会
に
お

い
て
は
、
那
谷
屋
議
員
の
質

問
に
対
し
、
中
教
審
に
諮
問

を
行
う
と
の
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
六
月
下

旬
に
諮
問
が
さ
れ
、
そ
れ
に

先
立
ち
、
六
月
二
日
文
科
省

は
日
教
組
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
も
改
め
て

教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
を

行
う
自
治
体
が
増
加
し
、
こ

こ
川
崎
市
で
も
新
た
な
勤
務

実
態
調
査
が
着
手
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県

に
お
い
て
も
、
こ
の
と
り
く

み
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

神
教
組
・
地
区
教
組
運
動
の

大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

二
〇
一
七
年
四
月
に
実
施
さ

れ
た
政
令
市
へ
の
給
与
負
担

移
譲
は
、
県
域
な
ら
び
に
政

令
市
教
職
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
等
交
渉
の
あ
り
方
に
変

化
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り

ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
神
教

組
は
、
県
労
連
・
県
教
委
、

三
政
令
市
・
政
令
市
市
教
委

と
の
勤
務
労
働
条
件
の
交
渉

の
体
制
確
立
と
、
教
職
員
組

合
と
し
て
全
県
的
運
動
課
題

へ
の
対
応
力
の
体
制
確
立
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
二
〇
一
八
年
度
四

月
か
ら
の
全
県
組
織
の
確
立

に
む
け
、
本
年
四
月
か
ら
具

体
的
な
協
議
を
開
始
し
、
年

内
に
は
、
方
向
性
の
確
立
を

決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
地
区
教
組
・
各
担

当
・
各
部
長
・
専
門
部
を
は

じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の

建
設
的
な
議
論
へ
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

本
日
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
各
者
・
来
賓
の
み
な

さ
ま
に
、
教
職
員
組
合
に
対

す
る
引
き
続
き
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
自

ら
が
学
び
成
長
し
て
い
く
こ

と
が
喜
び
と
な
る
よ
う
、
そ

し
て
、
私
た
ち
教
職
員
が
が
、

そ
の
喜
び
を
自
ら
の
喜
び
と

感
じ
と
れ
る
よ
う
な
幅
広
い

教
育
条
件
整
備
に
力
を
尽
く

し
、
二
〇
一
七
年
度
の
教
職

員
組
合
運
動
の
歴
史
的
立
ち

位
置
を
明
確
に
自
覚
し
、
総

労
働
時
間
短
縮
・
長
時
間
労

働
解
消
に
む
け
て
、
目
に
見

え
る
運
動
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
二

日
間
の
大
会
の
中
で
、
代
議

員
の
み
な
さ
ま
の
真
摯
な
ご

論
議
を
お
願
い
し
、
執
行
委

員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

検
討
委
員
会・各
研
究・教
文
研
報
告

二
〇
一
六
年
度

　
学
校
改
革
検
討
委
員
会
　
報
告

　

学
校
改
革
検
討
委
員
会
は
引
き
続
き
神
教
組
を
中
心
に
県

内
の
七
地
区
教
組
が
、
教
育
と
神
教
組
運
動
を
と
り
ま
く
課

題
の
共
有
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
交
渉
の
論
点
整
理
を
行

い
神
教
組
運
動
の
前
進
の
た
め
一
一
回
の
委
員
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
、
教
職
員
の
働
き
方
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
常
態
化
し
た
長
時
間
労
働
と
児
童
生
徒
、
保
護
者
へ
の

多
様
な
対
応
に
追
わ
れ
、
精
神
的
な
負
担
で
燃
え
尽
き
て
し

ま
う
教
職
員
が
後
を
た
た
な
い
状
況
へ
の
社
会
や
世
論
の
理

解
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
民
間
で
も
、
そ
こ
で
働
く
労

働
者
が
人
間
ら
し
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
顧

客
サ
ー
ビ
ス
を
一
部
見
直
す
企
業
も
出
始
め
ま
し
た
。
委
員

会
で
も
、
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
は
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と

し
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
連
合
と
も
連
携
す
る
中
、「
働

き
方
改
革
」
が
学
校
現
場
へ
も
十
分
浸
透
す
る
よ
う
引
き
続

き
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

安
倍
一
強
状
態
は
、
教
育
の
右
傾
化
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。
領
土
教
育
、
道
徳
の
教
科
化
、
戦
前
の
国
家
教
育
の

基
盤
で
あ
っ
た
教
育
勅
語
の
教
材
化
に
政
府
が
お
墨
付
き
を

与
え
、
教
材
活
用
の
道
が
開
か
れ
る
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
で
は
、
共
謀
罪
創
設
を
と
も
な
う
組
織

犯
罪
防
止
法
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
権
力
の
恣
意
的
運
用

の
危
惧
は
拭
い
き
れ
ず
、
計
画
段
階
か
ら
身
柄
を
拘
束
で
き

る
内
容
は
良
心
的
な
市
民
の
内
心
に
も
捜
査
が
及
ぶ
怖
れ
が

あ
る
危
険
な
法
律
で
す
。
教
育
現
場
の
自
由
闊
達
な
議
論
や

授
業
展
開
す
ら
も
委
縮
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
孕
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
」

に
ま
で
言
及
が
あ
り
、「
質
も
量
も
」
求
め
ら
れ
る
中
、
豊

か
な
学
び
と
子
ど
も
・
教
職
員
の
負
担
、
道
徳
の
評
価
に
対

す
る
課
題
等
に
つ
い
て
共
有
し
、
神
教
組
・
地
区
教
組
で
と

り
く
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
県
費
教
職
員
の
権
限
移
譲
が
行
わ

れ
、
政
令
指
定
都
市
と
県
域
の
教
職
員
と
異
な
る
課
題
を
も

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
和
運
動
や
政
治
課
題
、
高
校
入

選
な
ど
は
一
致
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
給
与
や
権
利
に

つ
い
て
は
情
報
交
換
の
必
要
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
と
り
く
み
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
神
教
組
と
し
て
よ
り

幅
広
い
目
配
り
と
調
整
役
と
し
て
の
さ
ら
な
る
機
能
が
必
要

と
な
り
、
学
校
改
革
検
討
委
員
会
の
議
論
の
重
要
性
が
増
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
度
も
三
浦
半
島
地
区
教
組
の
明
口
書
記
長
を

委
員
長
に
学
校
改
革
検
討
委
員
会
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
困
難
な
情
勢
に
抗
い
多
岐
な
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
に
も
神
奈
川
県
内
の
各
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
化

を
は
か
り
神
教
組
運
動
の
さ
ら
な
る
前
進
の
た
め
運
動
の
方

向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
学
校
改
革
検
討
委
員
会
委
員
長

�

横
浜
市
教
職
員
組
合　

内
野　

泰
久
）

神
教
組
第
九
二
回
定
期
大
会

執
行
委
員
長
挨
拶

私
た
ち
を
と
り
ま
く
今
日
的
状
況
と

　
神
教
組
・
地
区
教
組
運
動
の
大
き
な
柱

芹 

沢 

秀 

行

神
奈
川
県
教
職
員
組
合 

執
行
委
員
長
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二
〇
一
六
年
度

　
神
教
組
高
等
学
校
教
育
制
度
研
究
委
員
会
　
報
告

二
〇
一
六
年
度

　
神
教
組
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
　
報
告

一
．
経
過

　

三
月
二
九
日　

�
第
一
回
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査

改
善
委
員
会

　

四
月
一
三
日　

�

第
二
回
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査

改
善
委
員
会

　
　
　

二
八
日　

�

第
三
回
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査

改
善
委
員
会

　

五
月　

九
日　

�

第
四
回
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査

改
善
委
員
会

　
　
　

二
三
日　

�

神
教
組　

第
一
回
高
制
研

　
　
　

三
〇
日　

�

第
五
回
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査

改
善
委
員
会

　

六
月　

三
日　

�「
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
調
査
改
善

委
員
会
最
終
と
り
ま
と
め
」
公
表

　
　
　

一
五
日　

�

第
一
回
神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
協
議

会
（
書
面
に
よ
る
協
議
）

　
　
　
　
　
　

・�「
二
〇
一
七
年
度
公
立
高
等
学
校
の
入
学

者
の
募
集
及
び
選
抜
の
日
程
（
案
）」
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・�

神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

期
日
等
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
等

（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

一
七
日　

�

第
一
回
神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
設
置

者
会
議
（
書
面
に
よ
る
協
議
）

　
　
　
　
　
　

・�

二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校

の
入
学
者
の
募
集
及
び
選
抜
の
日
程（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

・�

神
奈
川
県
内
公
私
立
高
等
学
校
入
学
者
選

抜
期
日
等
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
等

（
案
）
に
つ
い
て

　

六
月
二
一
日
・�

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　

�「
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
採
点
誤

り
に
関
す
る
再
発
防
止
・
改
善
策
に
つ
い

て

　
　
　
　
　
　

・�

県
教
委
「
二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
公
立

高
等
学
校
の
入
学
者
の
募
集
及
び
選
抜
の

主
な
日
程
並
び
に
選
考
基
準
の
公
表
等
に

つ
い
て
」
を
公
表

　
　
　
　
　
　

・�

県
教
委
「
二
〇
一
六
年
度
公
立
高
等
学
校

入
学
者
選
抜
選
考
基
準
及
び
特
色
検
査
の

概
要
」
を
公
表

　

七
月　

八
日　

�

県
教
委
「
二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
公
立

高
等
学
校
入
学
者
選
抜
募
集
案
内
」
を
公

表

　

八
月　

五
日　

�

第
二
回
神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
協
議

　
　
　
　
　
　
　

通
信
制
二
次
募
集
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
校　

一
・
〇
〇
倍

二
．
考
察

①
公
立
高
校
全
日
制
定
員
枠
拡
大
の
と
り
く
み

　

神
奈
川
の
高
校
全
日
制
進
学
率
は
、
二
〇
〇
六
年
に

九
〇
％
を
下
回
っ
て
か
ら
、
そ
れ
以
降
低
下
を
続
け
、

二
〇
一
一
年
度
に
は
八
八
・
〇
％
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
の
経
済
的
困
難
等
か
ら
全
日
制
へ
の
進
学
を

断
念
し
、
定
時
制
へ
不
本
意
入
学
し
た
生
徒
の
割
合
は
、

二
〇
一
一
年
度
に
は
定
時
制
入
学
者
の
四
八
・
五
％
と
き
わ

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
公
私
立
高
等
学
校
設
置
者
会
議
は
こ
れ
ら
の
状
況
を
重

く
受
け
止
め
、
二
〇
一
三
年
度
入
学
者
よ
り
、
公
立
全
日
制

入
学
者
定
員
に
つ
い
て
、
公
私
立
と
も
に
実
態
を
ふ
ま
え
た

入
学
者
定
員
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と

に
よ
り
、
定
時
制
不
本
意
入
学
の
解
消
を
は
か
り
、
全
日
制

進
学
率
向
上
を
め
ざ
す
と
い
う
定
員
策
定
の
方
針
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
度
県
内
中
学
校
卒
業
者
の
全
日

制
進
学
率
は
、
九
〇
・
九
％
（
前
年
度
九
〇
・
二
％
）
ま
で

上
昇
し
ま
し
た
が
、
全
国
と
比
べ
る
と
依
然
と
し
て
低
い
レ

ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
二
〇
一
六
年
度
定
時
制
入
学
者
を
対
象
に
実
施
し

た
「
入
学
理
由
調
査
」
の
結
果
は
、
公
立
全
日
制
が
第
一

希
望
の
生
徒
が
三
三
・
三
％
（
前
年
度
三
二
・
八
％
）、
公

立
定
時
制
が
第
一
希
望
の
生
徒
が
二
一
・
九
％
（
前
年
度

二
一
・
七
％
）
と
な
り
、
定
時
制
不
本
意
入
学
者
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
に
留
ま
り
、
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
度
入
学
者
定
員
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
神

教
組
は
神
高
教
と
と
も
に
「
二
〇
一
七
年
度
公
立
高
等
学
校

生
徒
入
学
定
員
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」
を
県
公

私
立
高
等
学
校
設
置
者
会
議
に
提
出
し
、
中
学
卒
業
予
定
者

の
進
路
希
望
を
ふ
ま
え
た
定
員
計
画
の
策
定
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
設
置
者
会
議
は
二
〇
一
七
年
度
定
員
計
画
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
公
私
協
調
の
も
と
現
行
の
策
定
方
式
を

継
続
し
、
全
日
制
進
学
率
の
さ
ら
な
る
向
上
と
、
定
時
制
不

本
意
入
学
者
の
解
消
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
、
二
〇
一
七
年
度

公
立
全
日
制
入
学
者
定
員
は
四
三,
八
四
八
人
（
中
学
校
卒

業
予
定
者
の
六
二
・
七
五
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

全
日
制
進
学
率
向
上
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
進
路
希

望
に
十
分
応
え
ら
れ
る
定
員
計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
神
高
教
と
連
携
す
る
中
、「
県
立
高
校
改

革
」
実
施
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
公
立
全
日
制
定
員
枠

拡
大
の
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
公
立
高
校
入
学
者
選
抜
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

　

二
〇
一
五
年
度
と
二
〇
一
六
年
度
の
県
立
高
校
入
学
者
選

抜
に
お
け
る
採
点
誤
り
を
う
け
て
発
足
し
た
「
県
立
高
等
学

校
入
学
者
選
抜
調
査
改
善
委
員
会
」
の
報
告
を
も
と
に
、
県

会

　
　
　
　
　
　

・�

二
〇
一
七
年
度
の
「
高
等
学
校
生
徒
入
学

定
員
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
　

三
〇
日　

�

第
三
回
神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
協
議

会

　
　
　
　
　
　

・�

二
〇
一
七
年
度
の
「
高
等
学
校
生
徒
入
学

定
員
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

九
月　

一
日　

�

神
教
組
・
神
高
教
「
二
〇
一
七
年
度
公
立

高
等
学
校
生
徒
入
学
定
員
計
画
策
定
に
つ

い
て
の
申
し
入
れ
」
を
神
奈
川
県
公
私
立

高
等
学
校
設
置
者
会
議
に
提
出

　
　
　
　

六
日　

�

第
二
回
神
奈
川
県
公
私
立
高
等
学
校
設
置

者
会
議

　
　
　
　
　
　

・��

二
〇
一
七
年
度
の
「
高
等
学
校
生
徒
入
学

定
員
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

一
〇
月
二
五
日　

�
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

・�
二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
の
公
立
高
等
学

校
入
学
者
募
集
に
関
わ
る
生
徒
入
学
定
員

に
つ
い
て

　
　
　

二
八
日　

�

県
教
委
「
二
〇
一
七
年
度
公
立
高
等
学
校

生
徒
入
学
定
員
」
発
表

　
　
　
　
　
　

＊�

全
日
制
募
集
定
員　

四
三
、八
四
八
人（
前

年
度
比
一
一
一
人
減
）

一
一
月
二
二
日　

�

県
教
委
「
二
〇
一
六
年
度
公
立
中
学
校
卒

業
予
定
者
の
進
路
希
望
調
査
（
二
〇
一
六

年
一
〇
月
調
査
）」
の
結
果
を
発
表

　
　
　
　
　
　

＊�

公
立
高
校
全
日
制
希
望
者　

五
六
、四
八
七�

人
（
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
八
〇
・
七
％
）

一
二
月
一
五
日　

�

県
教
委
「
二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
公
立

高
等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
マ
ー
ク

シ
ー
ト
方
式
導
入
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
」
を
公
表

　

二
月
二
四
日　

神
教
組　

第
二
回
高
制
研　
　
　

　
　
　

二
八
日　

�

共
通
選
抜
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　
　

全
日
制　

一
五
三
校　

一
・
二
〇
倍

　
　
　
　
　
　
　

定
時
制　
　

二
八
校　

一
・
〇
六
倍

　
　
　
　
　
　
　

通
信
制　
　
　

二
校　

一
・
〇
〇
倍

　

三
月
一
六
日　

共
通
選
抜
二
次
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　
　

全
日
制　
　

一
九
校　

一
・
七
四
倍

　
　
　
　
　
　
　

定
時
制　
　
　

三
校　

一
・
〇
三
倍

　
　
　

二
二
日　

定
通
分
割
選
抜
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　
　

定
時
制　
　

二
一
校　

一
・
〇
一
倍

　
　
　
　
　
　
　

通
信
制 　

 　

 

二
校　

一
・
〇
〇
倍

　
　
　

三
〇
日　

定
時
制
二
次
募
集
合
格
発
表　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
校　

一
・
〇
〇
倍

教
委
は
六
月
二
一
日
「
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
学
力
検

査
採
点
誤
り
に
関
す
る
再
発
防
止
・
改
善
策
」
を
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
採
点
ミ
ス
に
伴
う
再
発
防
止
・
改
善
策

と
し
て
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
周
知
を
は
か
る
た
め
に
、
県
教
委
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と

解
答
用
紙
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
、
中
学
三
年
生
に
配
付
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
ま
し
た
。

　

高
制
研
で
は
、「
二
〇
一
六
年
度
入
学
者
選
抜
実
態
調
査
」

を
も
と
に
検
証
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
校
現
場
か
ら

の
意
見
で
は
、「
解
答
用
紙
の
サ
ン
プ
ル
等
が
配
付
さ
れ
大

き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
、
解
答
用
紙
に
は
欄
の
ミ
ス
を
減
ら

す
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
」
な
ど
評
価
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、「
定
期
テ
ス
ト
で
練
習
の
た
め
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を

と
り
い
れ
た
、
選
択
問
題
が
増
え
、
差
が
つ
き
に
く
く
な
る

と
特
色
検
査
の
割
合
が
強
ま
る
の
で
な
は
い
か
危
惧
さ
れ

る
」等
の
負
担
増
や
危
惧
さ
れ
る
意
見
も
で
ま
し
た
。
ま
た
、

　

政
府
が
二
〇
一
五
年
一
二
月
閣
議
決
定
し
た
第
四
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、「
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
等
の

変
革
」「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
」
を
中
心

と
す
る
、
二
〇
二
五
年
度
末
ま
で
の
基
本
的
な
考
え
方
と

二
〇
二
〇
年
度
末
ま
で
を
見
通
し
た
「
具
体
的
な
取
組
」
を

定
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
の
な
か
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
も
っ
て
対
応
す
る
と
し
て
、
女
性
活
躍
推
進

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
整
備
等
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
社
会
全
体
と
し
て
長
時
間
労
働

が
改
善
さ
れ
ず
、
こ
の
こ
と
が
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識

を
払
拭
で
き
な
い
一
因
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場

に
お
い
て
も
、
長
時
間
労
働
は
課
題
で
あ
り
、
業
務
の
改
善

や
男
女
が
と
も
に
家
庭
責
任
を
担
う
こ
と
な
ど
を
話
し
合

い
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
構
築
に
む
け
た
と
り

く
み
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
日
教
組
で
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
第

一
〇
三
回
定
期
大
会
に
お
い
て
「
日
教
組
第
三
次
女
性
参
画

推
進
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
男
女
が
と
も
に
担
う
日
教
組

運
動
を
前
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
、
①
女
性

参
画
の
重
要
性
の
認
識
、
②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ

る
組
織
の
改
革
、
③
女
性
参
画
を
す
す
め
る
意
識
改
革
、
を

示
し
、
二
〇
二
五
年
の
定
期
大
会
代
議
員
の
女
性
参
画
率

五
〇
％
を
め
ざ
す
、
と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

神
教
組
で
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
二
〇
一
七
年
三
月
ま

で
の
「
神
教
組
第
二
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
度
の
推
進
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
の
検
証
と
、
そ
の
成
果
と
反

省
を
う
け
て
、
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で

の
三
年
間
を
期
間
と
す
る
「
神
教
組
第
三
次
男
女
平
等
参
画

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
第
三
次
計
画
で
は
、
第
二

次
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
①
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
尊
重
、

②
意
志
形
成・決
定
過
程
へ
の
男
女
平
等
な
参
画
、
③
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
④
社
会
に
お
け
る
制
度
の
見

直
し
と
啓
発
、
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
意
識
の
改
革
と
、
だ

れ
も
が
参
加
・
参
画
し
や
す
い
組
織
へ
の
見
直
し
を
推
進
す

る
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
男
女
平
等
参
画
に
つ
い
て
の

学
習
、
情
宣
方
法
の
工
夫
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
に
つ

い
て
引
き
続
き
と
り
く
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
多
忙
な

状
況
が
続
く
学
校
現
場
で
は
、
男
女
と
も
に
家
庭
的
な
責
任

を
担
い
な
が
ら
も
、
組
合
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
と
り
く
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

神
教
組
は
、
今
後
も
日
教
組
・
連
合
と
と
も
に
男
女
平
等

参
画
の
推
進
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
活
動
の
活
性
化
や

強
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
神
教
組
・
地
区
教
組
は

連
携
し
、
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、
二
〇
一
六
年
度
神
教
組
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
報
告
と
し
ま
す
。

　　
（
神
教
組
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会　

座
長

　

�

湘
南
教
職
員
組
合　

橋
本　

将
行
）

高
校
現
場
か
ら
は
、「
マ
ー
ク
シ
ー
ト
処
理
の
不
安
や
多
重

採
点
、
多
重
の
確
認
作
業
に
お
い
て
の
過
大
な
負
担
や
採
点

業
務
に
と
も
な
う
一
週
間
以
上
の
授
業
停
止
」
な
ど
の
課
題

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
教
組
は
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
、
県
教
委
に
対
し
課
題
の

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
入
学
者
選
抜
の
検
証
を
行
い
、
課
題

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
能
力
、
適

性
を
多
面
的
に
と
ら
え
、
特
性
や
長
所
等
を
十
分
ふ
ま
え
た

公
正
公
平
な
入
学
者
選
抜
と
な
る
よ
う
、
改
善
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
神
教
組
高
等
学
校
教
育
制
度
研
究
委
員
会　

座
長

�

横
浜
市
教
職
員
組
合　

五
味　

誠
）
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二
〇
一
六
年
度

　
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
　
活
動
報
告�

一
．
理
事
会

　

▪
第
一
回　

五
月
二
七
日
（
金
）

　

・�

二
〇
一
五
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
活
動
報
告
、

決
算
報
告

　

・�

二
〇
一
六
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
体
制
に
つ

い
て

　

・�

二
〇
一
六
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
活
動
計
画
、

予
算
に
つ
い
て

　

▪
第
二
回　

三
月　

三
日
（
金
）

　

・�

二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
活
動
計
画

に
つ
い
て

　

・�

二
〇
一
七
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
予
算
に
つ

い
て

二
．
研
究
評
議
会

　

▪
第
一
〇
〇
回
研
究
評
議
会　

七
月　

二
日
（
土
）

　

・�

二
〇
一
六
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
事
業
計
画

の
概
要

　

・�

部
会
、
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

・�

二
〇
一
六
年
度
各
地
区
教
文
研
活
動
報
告

　

・�

話
題
提
供　
「
一
八
歳
選
挙
権
を
め
ぐ
る
政
治
教
育
と

高
校
生
の
政
治
活
動
」

　
　

斎
藤　

一
久　

さ
ん
（
東
京
学
芸
大
学
准
教
授
）

　

▪
第
一
〇
一
回
研
究
評
議
会　

三
月
一
一
日
（
土
）

　

・�

二
〇
一
六
年
度
神
奈
川
県
教
育
文
化
研
究
所
事
業
報
告

　

・�

部
会
、
委
員
会
の
事
業
報
告

　

・�

二
〇
一
六
年
度
各
地
区
教
文
研
の
事
業
報
告

　

・�

話
題
提
供　
「
教
育
現
場
の
課
題
か
ら
～
英
語
教
育
と

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
～
」

　
　

江
成　

直
士　

さ
ん
（
相
模
原
市
議
会
議
員
）

三
．
研
究
部
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
総
合
改
革
委
員
会
）

　

・�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
般
や
「
教
育
改
革
」
全
般
に
つ
い
て

の
研
究
、
学
習
及
び
討
議

　

・�

研
究
テ
ー
マ  

第
一
グ
ル
ー
プ
「
教
育
内
容
」、
第
二

グ
ル
ー
プ
「
教
育
制
度
・
教
職
員
問
題
」
に
分
か
れ
、

研
究
討
議
を
す
す
め
た
。

　
　

�

第
一
グ
ル
ー
プ
は
「
労
働
教
育
、
主
権
者
教
育
な
ど
現

場
を
取
り
巻
く
諸
課
題
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
。

　
　

�

第
二
グ
ル
ー
プ
は
「
学
校
の
協
働
性
を
高
め
る
た
め
の

教
員
、
事
務
職
員
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
つ
い
て
」
調
査
研
究
し
た
。

　

・�

年
間
一
〇
回
の
活
動
内
容
（
①
、
②
は
各
グ
ル
ー
プ
）

　

▪
第
一
回　

四
月　

九
日
（
土
）

　

①�

「
大
学
の
文
系
学
部
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い

て
浅
見
委
員
か
ら
提
起
を
受
け
、
研
究
討
議

　

②�

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
現
状
と

課
題
」
の
冊
子
原
稿
の
検
討

　

▪
第
二
回　

五
月
一
四
日
（
土
）

　

・�

二
〇
一
六
年
度
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
に
つ
い
て
の
協
議

　

・�

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
た
研
究
の
内
容・

方
向
性
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

　

①
「
学
校
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
」

　

②�

「
学
校
の
協
同
性
を
高
め
る
た
め
の
学
校
ス
タ
ッ
フ
の

役
割　

・�

あ
り
方
を
問
う
」

　

▪
第
三
回　

六
月　

四
日
（
土
）

　

・�
全
体
で
藤
原
文
雄
さ
ん
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所 

初

等
中
等
教
育
研
究
部 

総
括
研
究
官
）
よ
り
『
チ
ー
ム

と
し
て
の
学
校
の
在
り
方
』
の
講
演
を
受
け
、
研
究
討

議

　

▪
第
四
回　

七
月　

二
日
（
土
）

　

①�

「
働
く
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
～
労
働
教
育
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向
」
に
つ
い
て
島
崎
委
員
よ
り
報
告
を
受
け
、
研

究
討
議

　

②�

「
過
去
の
調
査
に
み
る
教
員
・
事
務
職
員
の
本
務
と
雑

務
」
に
つ
い
て
佐
野
委
員
よ
り
報
告
を
受
け
、
研
究
討

議

　

▪
第
五
回　

九
月
二
四
日
（
土
）

　

①�

「
は
た
ら
く
こ
と
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
～
子
ど
も
た
ち

の
意
識
を
さ
ぐ
る
」
に
つ
い
て
、
研
究
討
議

　

②�

「
教
員
の
本
務
」
に
つ
い
て
、
青
木
委
員
長
よ
り
報
告

を
受
け
研
究
討
議

　

▪
第
六
回　

一
〇
月
二
二
日
（
土
）

　

①�

「
教
材
に
見
ら
れ
る
は
た
ら
く
こ
と
と
は
」に
つ
い
て
、

研
究
討
議

　

②�

「
中
学
校
の
部
活
動
指
導
を
め
ぐ
る
学
校
の
課
題
」
に

つ
い
て
討
議

　

▪
第
七
回　

一
一
月
一
二
日
（
土
）

　

①�

「
教
材
に
見
ら
れ
る
は
た
ら
く
こ
と
と
は
」、「
働
く
こ

と
の
意
味
と
労
働
教
育
」
に
つ
い
て
、
林
委
員
等
か
ら

報
告
を
受
け
研
究
討
議

　

②�

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
状

況
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
佐
野
委
員
か
ら
の
報
告
を
受

け
研
究
討
議

　

▪
第
八
回　

一
月
二
八
日
（
土
）　

　
　

�

全
体
で
宮
生
和
郎
さ
ん（
横
浜
市
立
子
安
小
学
校
校
長
）

よ
り
「
横
浜
市
に
お
け
る
児
童
支
援
専
任
教
諭
に
つ
い

て
」
の
講
演
を
受
け
、
研
究
討
議

　

▪
第
九
回　

二
月
一
八
日
（
土
）

　

①�

「
教
材
に
見
ら
れ
る
は
た
ら
く
こ
と
と
は
」に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
、
研
究
討
議

　

②
今
後
の
研
究
課
題
等
に
つ
い
て

　

▪
第
一
〇
回　

三
月
一
一
日
（
土
）

　
　

今
年
度
の
ま
と
め
と
来
年
度
へ
の
課
題
の
確
認

四
．
事
業
部

　
　
（
一
）
事
業
部
会

　

▪
第
一
回　

六
月　

四
日
（
土
）
年
間
計
画
の
策
定

　

▪�

第
二
回　

七
月　

二
日
（
土
）
第
一
〇
〇
回
研
究
評
議

会
の
準
備

　

▪�

第
三
回　

九
月
二
四
日
（
土
）
第
三
〇
回
教
文
研
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

　

▪�

第
四
回　

一
一
月
一
二
日
（
土
）
第
三
〇
回
教
文
研
教

育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
具
体
的
な
内
容

　
　
　

�

　

教
文
研
だ
よ
り
・
所
報
に
つ
い
て

　

▪�

第
五
回　

一
二
月　

三
日
（
土
）
第
三
〇
回
教
文
研
教

育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
準
備

　

▪�

第
六
回　

三
月
一
一
日
（
土
）
二
〇
一
七
年
度
の
活
動

計
画
に
つ
い
て

　
　
（
二
）
機
関
誌
の
発
行
に
つ
い
て

　

▪
「
所
報
二
〇
一
六
」　　
　

�

五
月
発
行

　

▪�

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
現
状
と

課
題
」　�

　
　

六
月
発
行

　

▪�

教
文
研
だ
よ
り
一
六
三
号
「
働
く
こ
と
の
意
味
と
労
働

教
育
」　　

�

　
　
　

 

一
二
月
発
行

　

▪�

教
文
研
だ
よ
り
一
六
四
号
「
第
三
〇
回
教
文
研
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
」　� 

　

 

三
月
発
行

　

▪�

教
文
研
だ
よ
り
一
六
五
号
「
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
の

協
働
の
推
進
に
向
け
て
」   �

三
月
発
行

　
　
（
三
）
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

第
三
〇
回
教
文
研
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

・�
日　

時　

一
二
月　

三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

一
四
：
〇
〇
～
一
六
：
三
〇

　

・�

場　

所　

松
田
町
立
公
民
館 

展
示
ホ
ー
ル

　

・�

テ
ー
マ　

�「
主
権
者
と
し
て
の
教
育
を
ど
う
進
め
て
い

く
か　

～
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を

大
切
に
し
な
が
ら
～
」

　

・�

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト  �

県
立
高
等
学
校
教
員
、
県
内
公
立
小

学
校
教
員
、
県
内
公
立
中
学
校
教
員

　

・�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

�

坪
谷　

美
欧
子　

さ
ん
（
横
浜

市
立
大
学
准
教
授
）

五
．
専
任
所
員
連
絡
会
議

　

▪�

第
一
回　

七
月
二
〇
日
（
水
）

　

・�

二
〇
一
六
年
度
県
教
文
研
の
活
動
及
び
地
区
教
文
研
の

活
動
に
つ
い
て

　

▪�

第
二
回　

三
月
一
四
日
（
火
）

　

・�

二
〇
一
六
年
度
県
教
育
研
の
活
動
報
告
及
び
各
地
区
教

文
研
の
活
動
報
告

永年勤続者表彰
― 役員10年 ―

関口　清
西湘地区教組
執行委員長

加賀谷　護
横浜市教組
常任執行委員

荒井　洋子
横浜市教組
常任執行委員

予
算
小
委
員
会
報
告

　

横
浜
市
教
組
の
福
居
で

す
。
委
員
を
代
表
し
て
予

算
小
委
員
会
の
報
告
を
い

た
し
ま
す
。

　

予
算
小
委
員
会
は
、
六

月
一
〇
日
一
〇
時
二
五

分
、
定
数
二
〇
人
中
二
〇

人
全
員
出
席
の
も
と
、
開

会
し
ま
し
た
。

　

互
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
、
横
浜
市
教
組
の
福
居

を
選
出
し
、
議
事
を
す
す

め
ま
し
た
。
主
な
内
容
に

つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
神
教
組
上

中
財
政
部
長
よ
り
、
第
三

号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案

に
関
す
る
補
足
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
旨
と
し
て
、「
第
三
号

議
案
一
般
会
計
に
つ
い

て
、
県
費
負
担
教
職
員
の

給
与
負
担
等
の
政
令
指
定

都
市
へ
の
移
譲
を
受
け
、

二
〇
一
八
年
度
か
ら
の
新

た
な
組
織
に
む
け
、

二
〇
一
七
年
度
の
予
算
編

成
は
組
合
費
お
よ
び
神
教

組
闘
争
資
金
か
ら
の
繰
入

金
等
を
も
っ
て
こ
れ
に
充

て
、
神
教
組
運
動
の
推
進

を
着
実
に
行
っ
て
い
け
る

よ
う
予
算
の
編
成
を
行
っ

た
。
第
四
号
議
案
教
育
振

興
基
金
特
別
会
計
予
算
、

第
五
号
議
案
神
奈
川
県
教

育
文
化
研
究
所
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま

で
の
実
績
に
も
と
づ
き
予

算
編
成
を
行
っ
た
」
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
横

浜
市
教
組
よ
り
「
一
般
会

計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰

出
に
つ
い
て
」「
庶
務
運
営

費
、
組
織
対
策
費
、
共
闘

費
の
減
額
に
つ
い
て
」、
湘

南
教
組
か
ら
「
二
〇
一
八

年
度
以
降
の
財
政
確
立
に

つ
い
て
」、
湘
北
教
協
か
ら

「
県
教
文
研
に
お
け
る
奨

学
金
事
業
に
つ
い
て
」
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
教
組
財
政
部
長
か
ら

は
、「
今
年
度
の
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
神
教
組

規
定
に
則
っ
て
行
っ
た
。

今
後
の
特
別
会
計
に
関
す

る
扱
い
に
つ
い
て
は
運
動

課
題
検
討
委
員
会
で
検
討

し
て
い
く
」「
運
営
費
の
減

額
に
つ
い
て
、
今
年
度
は

特
別
な
行
事
を
行
わ
な
い

の
で
、
例
年
通
り
の
予
算

編
成
を
行
っ
た
。
組
織
対
策

費
、
共
闘
費
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
七
年
度
各
地
区
へ
の

還
元
を
行
わ
な
い
た
め
」
で

あ
る
。
ま
た
「
来
年
度
以
降

の
組
織
体
制
に
関
わ
る
財
政

に
つ
い
て
は
、
運
動
課
題
等

検
討
委
員
会
の
論
議
を
経
て
、

確
立
し
て
い
く
」「
奨
学
金
に

つ
い
て
は
、
県
教
文
研
と
し

て
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
も
神
教
組
と
し
て
県

奨
学
金
事
業
に
寄
付
を
し
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
号
議
案
か

ら
第
五
号
議
案
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の

議
案
に
対
し
て
、
全
員
の
承

認
で
可
決
し
、
一
〇
時
五
五

分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
予
算
小
委
員
会
委
員
長　

　

横
浜
市
教
職
員
組
合

�

福
居　

恵
子
）
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神
教
組
の
原
案
を
支
持
し
、

賛
成
の
立
場
で
、
組
織
課
題

と
こ
れ
ま
で
の
浜
教
組
の
経

過
を
交
え
て
、
討
論
に
参
加

し
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
四
月
私
た
ち

は
政
令
市
移
管
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
浜
教
組
は
、

神
教
組
に
結
集
し
、
七
地
区

教
組
の
連
帯
の
も
と
、
神
教

組
運
動
を
と
も
に
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
神
教
組
は
そ
れ

ぞ
れ
課
題
の
違
う
七
地
区
が

集
ま
っ
て
連
帯
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、

大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
七
地
区
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け

の
指
導
力
が
必
要
で
す
。
神

教
組
は
各
地
区
の
課
題
に
対

応
す
べ
く
、
情
報
の
共
有
、

運
動
方
針
の
検
討
、
交
渉
に

と
り
く
む
な
ど
、
七
地
区
の

連
帯
を
強
化
し
、
神
教
組
運

動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
浜
教
組
の
運

動
方
針
を
決
定
し
、
活
動
し

て
い
く
う
え
で
非
常
に
大
き

な
道
し
る
べ
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
課
題
を
個
別
の
も

の
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
と
も
に
と
り
く
む
と

い
う
神
教
組
の
姿
勢
は
、
組

合
活
動
の
根
幹
で
あ
る
助
け

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
政
令
市
移

管
に
よ
っ
て
、
否
が
応
で
も
、

と
も
に
た
た
か
う
べ
き
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
で
と
り
く
む
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
政
令
市
へ
の
交
渉
は

政
令
市
教
組
が
と
り
く
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現

実
が
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
や
っ
て
き
た
大
き

な
変
化
は
、
市
労
連
に
加
盟

し
た
こ
と
で
す
。
県
労
連
で

あ
れ
ば
神
教
組
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
も
と
、
大
船
に
乗
っ

て
交
渉
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
横
浜

市
労
連
に
お
い
て
は
、
浜
教

組
は
新
参
者
で
す
。
会
議
の

持
ち
方
、
交
渉
の
す
す
め
方

な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
し
た
。
も
と
も
と
六
単

組
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が

横
浜
市
労
連
で
し
た
。
そ
こ

に
浜
教
組
も
加
わ
り
七
単
組

と
な
り
、
市
労
連
の
書
記
次

長
を
浜
教
組
か
ら
も
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
、

主
要
な
会
議
に
は
す
べ
て
出

席
し
、
執
行
体
制
の
中
枢
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

横
浜
市
労
連
は
い
く
つ
も

部
会
が
あ
り
、
課
題
を
そ
れ

ぞ
れ
の
部
会
で
検
討
し
、
交

渉
を
こ
ま
め
に
行
う
の
で
、

県
労
連
の
よ
う
に
批
准
投
票

を
行
っ
て
、
大
き
な
山
場
を

つ
く
る
と
い
う
や
り
方
と
は

違
い
、
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
市
労
連
に
結
集
し

て
最
初
に
と
り
く
ん
だ
の
が
、

臨
任
の
ボ
ー
ナ
ス
の
課
題
で

し
た
。
横
浜
市
の
制
度
で
は
、

一
日
で
も
空
白
が
あ
る
と
空

白
以
前
の
期
間
は
考
慮
さ
れ

ず
、
臨
任
の
ボ
ー
ナ
ス
の
大

き
な
減
額
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
市

改
め
て
県
労
連
の
交
渉
で
い

か
に
多
く
の
権
利
を
勝
ち
取
っ

て
き
た
か
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
課

題
に
よ
っ
て
は
独
り
立
ち
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
浜
教
組
は
時
間
外
勤

務
の
縮
減
に
と
り
く
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
時
間
外

勤
務
が
あ
っ
た
際
は
、
時
間

外
勤
務
の
記
録
簿
に
記
載
す

る
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も

毎
日
の
こ
と
で
、
な
か
な
か

こ
ま
め
に
記
録
す
る
こ
と
が

定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ

ら
に
は
、
時
間
外
勤
務
の
記

録
を
承
認
し
よ
う
と
し
な
い

管
理
職
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
教

委
と
交
渉
し
、
勤
務
時
間
の

管
理
は
管
理
職
の
義
務
で
あ

る
こ
と
、
時
間
外
勤
務
の
記

録
も
か
な
ら
ず
入
力
さ
せ
る

旨
の
通
知
を
教
育
長
名
で
発

出
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
な

い
た
め
に
会
議
や
研
修
な
ど

の
縮
減
、
無
定
量
な
仕
事
を

労
連
で
重
点
要
求
に
あ
げ
て

交
渉
し
た
結
果
、
県
の
時
と

同
じ
よ
う
に
空
白
が
あ
っ
て

も
継
続
と
み
な
し
て
計
算
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
労
連
の
力
が
大
き
く
働

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、県
労
連
で
の
と
り
く
み
が
、

政
令
市
移
管
の
交
渉
で
も
大

き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
と

い
え
ま
す
。
政
令
市
移
管
に

よ
っ
て
後
退
し
た
権
利
な
ど

は
、
今
後
、
改
善
に
と
り
く

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
の
は
、
県
労
連
で
勝
ち
取
っ

て
き
た
権
利
の
実
績
で
す
。

控
え
る
な
ど
、
業
務
の
削
減

と
意
識
の
変
革
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浜
教
組
は

神
教
組
と
い
う
親
の
手
を
離

れ
て
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
を
始

め
ま
し
た
。
浜
教
組
は
今
年

七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
あ

げ
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、

こ
こ
で
歩
み
を
止
め
て
し
ま

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
も
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
に
記
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

神
教
組
も
新
し
い
組
織
と

し
て
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
神
教
組
・

各
地
区
教
組
の
運
動
を
す
す

め
て
い
く
う
え
で
、
こ
の
新

た
な
組
織
の
あ
り
方
は
大
変

重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
神
教
組
の
と

り
く
み
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

神
教
組
・
各
地
区
教
組
の
発

展
の
た
め
に
と
も
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

総
　
括
　
討
　
論

う
ま
で
も
な
く
、
学
校
の
多

忙
な
勤
務
実
態
の
改
善
に
は

教
職
員
の
定
数
改
善
と
学
校

業
務
の
精
選
が
不
可
欠
で
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
、

子
ど
も
た
ち
に
未
来
社
会
を

切
り
拓
く
た
め
の
資
質
・
能

力
を
確
実
に
育
成
す
る
こ
と

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
に

対
し
て
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

教
職
員
が
授
業
準
備
や
研
修

を
す
る
た
め
の
時
間
、
子
ど

も
と
向
き
合
う
た
め
の
時
間

の
確
保
な
ど
、
そ
の
こ
と
に
見

合
う
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。

そ
れ
が
な
く
た
だ
結
果
だ
け

を
求
め
る
の
は
、
教
育
行
政

の
怠
慢
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
多
忙
な
学
校
の
実
態

は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
一

層
す
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
、
長
時
間
労
働
の
問
題

は
、
学
校
だ
け
で
な
く
社
会

全
体
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
で
も
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
川
崎
市
も
「
働

き
方
・
仕
事
の
進
め
方
改
革
」

が
全
庁
的
に
す
す
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
の

計
画
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
計
画
に
は
、
長
時

間
労
働
の
是
正
の
た
め
、
働

く
環
境
の
整
備
や
多
様
な
働

き
方
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
て
、
必
要
な
予
算
に
つ
い

て
も
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で

は
、
期
待
で
き
そ
う
な
所
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

し
か
し
こ
の
よ
う
な
計
画
で
、

学
校
の
多
忙
な
勤
務
実
態
が

改
善
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
こ
の
計
画
自
体
に
、
学

校
現
場
と
は
馴
染
ま
な
い
と

こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
そ

の
実
効
性
に
疑
問
が
あ
り
ま

す
が
、
仮
に
計
画
に
沿
っ
て
、

定
数
改
善
や
業
務
の
精
選
が

行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
多
忙

な
学
校
の
勤
務
実
態
が
改
善

で
き
る
と
は
、
私
に
は
思
え
ま

せ
ん
。
昨
日
の
那
谷
屋
参
議

院
議
員
の
挨
拶
に
あ
り
ま
し

た
が
、学
校
の
多
忙
解
消
に
は
、

抜
本
的
な
学
校
業
務
の
精
選

と
教
職
員
定
数
の
改
善
に
加

え
て
、
教
職
員
の
意
識
改
革

が
必
要
で
す
。

　

今
年
の
春
、
私
が
参
加
し

た
研
修
の
中
で
、
講
師
が
「
教

員
の
自
己
実
現
は
、
子
ど
も

に
よ
る
も
の
だ
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
は
学
校
に

集
う
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
し
て
い
る
姿
を
も
と
め
、
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
こ
と
が
ま
た
、
自
分
た

ち
を
追
い
込
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
明
日
の
授
業
の
た
め
に
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
何
か
の
と

り
く
み
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
。
仕
事
を

し
な
い
と
不
安
に
な
る
「
ワ
ー

カ
ー
ホ
リ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
一

度
ワ
ー
カ
ー
ホ
リ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
社
会
が
学
校
に
寄

せ
る
期
待
も
変
わ
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
や
社
会
に

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
解
決
を

教
育
に
、
学
校
に
持
ち
込
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
学
校
は
、
何
で
も
で

き
る
魔
法
の
組
織
で
は
な
い
の

で
す
。

　

今
、「
い
じ
め
」
問
題
は
、

事
象
と
し
て
学
校
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
学
校
に
そ
の

解
決
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
い
じ
め
」
は
社
会

の
あ
り
方
が
子
ど
も
た
ち
に

反
映
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

学
校
の
問
題
と
し
て
で
は
な

く
社
会
の
問
題
と
し
て
社
会

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
大
本
に
あ
る
も
の
は
、

社
会
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
で
す
。
昨
年
の
八
月
に
は
、

障
害
者
に
対
す
る
差
別
意
識

を
あ
ら
わ
に
し
た
元
職
員
に

よ
っ
て
多
数
の
方
々
が
死
傷
さ

せ
ら
れ
た
事
件
が
、
障
害
者

施
設
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
施
行
さ
れ
た
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
に
よ
り
、

ヘ
イ
ト
デ
モ
は
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は

在
日
外
国
人
に
対
す
る
偏
見

に
も
と
づ
い
た
差
別
的
な
内

容
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
意
識
が
「
い

じ
め
」
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
川
崎
で
は
、
人
種

差
別
撤
廃
条
例
の
早
期
策
定

を
求
め
、
市
民
団
体
が
運
動

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
先
日
も
、

市
内
で
人
種
差
別
撤
廃
条
例

を
求
め
る
集
会
が
あ
り
ま
し

た
。
年
内
に
は
市
内
の
公
共

施
設
の
使
用
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、
条

例
策
定
も
す
す
め
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
人
権
の
町
を
謳
う

川
崎
で
す
か
ら
、
差
別
を
許

さ
な
い
と
り
く
み
を
川
教
組

も
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

政
令
市
移
管
に
よ
っ
て
、

川
教
組
の
責
任
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
組
織
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
と
り
く
み
は
大

丈
夫
か
、
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ

も
多
く
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
川
崎
の
、

そ
し
て
神
奈
川
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
教
育
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
と

り
く
み
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
す
す
め
て
い
く
思
い
を
表
明

し
、総
括
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

な
が
ら
、討
論
に
参
加
し
ま
す
。

　

先
週
の
六
月
三
日
、
川
教

組
は
第
八
〇
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
二
〇
一
六
年
度
の
総

括
と
、
二
〇
一
七
年
度
の
運
動

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
今

回
の
大
会
は
、
川
教
組
結
成

七
〇
周
年
を
迎
え
た
大
会
で

あ
り
、
ま
た
県
費
教
職
員
の

給
与
負
担
が
政
令
市
に
移
管

さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
化

を
迎
え
て
の
最
初
の
大
会
で

し
た
。
川
教
組
の
歴
史
に
残

る
と
い
う
と
少
し
大
げ
さ
な

感
じ
が
し
ま
す
が
、
大
き
な

節
目
の
大
会
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
会
は
成
功
裏

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
政
令
市
移
管

に
関
わ
る
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

教
職
員
の
定
数
や
私
た
ち
の

働
き
方
、
共
謀
罪
や
教
科
書

採
択
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
一
番
多
く
語

ら
れ
た
課
題
は
、
学
校
の
多

忙
な
勤
務
実
態
の
改
善
に
つ
い

て
で
し
た
。
こ
の
課
題
は
、
私

た
ち
の
長
年
の
課
題
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
は
今
回
の
神
教
組

大
会
で
も
多
く
語
ら
れ
た
課

題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
言

　

川
教
組
の
加
藤
で
す
。
神

教
組
原
案
を
支
持
す
る
姿
勢

を
変
え
る
こ
と
な
く
、
川
崎

の
こ
の
間
の
状
況
を
報
告
し

は
じ
め
の
一
歩

　
　
　
　
　

あ
し
た
に
一
歩

�

横
浜
市
教
職
員
組
合 

書
記
長
　
比
佐
　
貴
仁

川
教
組
の
新
し
い
出
発
の
年
を
迎
え
て

�

川
崎
市
教
職
員
組
合 

書
記
長
　
加
藤
　
弘
行
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ま
ず
は
、
私
た
ち
が
主
体
的
に
！
�

湘
南
教
職
員
組
合 

書
記
長
　
伊
東
　
良
祐

「
平
和
・
人
権
・
環
境
・
共
生
教
育
」
の
推
進
を
今
こ
そ
！

そ
し
て
、
私
た
ち
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の

�

「
い
の
ち
」
を
守
る
と
り
く
み
を
！

�

湘
北
地
区
教
職
員
組
合
協
議
会 

事
務
局
長
　
木
村
　
徳
泰

器
を
手
に
す
る
と
い
う
事
態
が

起
こ
り
ま
し
た
。
数
年
前
横
須

賀
基
地
で
同
じ
問
題
が
起
き
、

米
軍
責
任
者
が
「
今
後
は
同
様

な
こ
と
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
最

大
限
配
慮
す
る
」
と
約
束
し
ま

し
た
が
、
簡
単
に
破
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
基
地
の
・
軍
隊
の

現
実
で
す
。
し
か
も
、
横
須
賀

で
は
、軍
港
が
観
光
産
業
化
し
、

か
つ
て
よ
り
軍
事
へ
の
警
戒
感

が
薄
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、「
母
港
化
阻
止
」

を
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
家
族
や
知

人
が
軍
お
よ
び
基
地
、
自
衛
隊

関
係
者
の
場
合
が
あ
る
た
め
、

授
業
で
憲
法
九
条
や
平
和
教
育

を
深
く
扱
う
こ
と
に
躊
躇
す
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
平
和
教
育
は
大
事
だ
け
ど
、

や
り
づ
ら
い
」
と
の
声
が
以
前

か
ら
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

組
合
の
出
番
な
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
基
地
の
実
情
や
歴
史

だ
け
で
な
く
、
先
輩
た
ち
の
教

育
実
践
に
も
触
れ
ら
れ
る
の
が

組
合
で
す
。
そ
の
一
つ
に
、「
平

和
作
品
展
」
が
あ
り
ま
す
。
先

輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い
で
三
〇

年
、
今
年
も
平
和
を
テ
ー
マ
に

し
た
子
ど
も
た
ち
作
品
を
募
集

し
ま
す
。「
続
い
て
き
た
と
り

く
み
」
だ
か
ら
こ
そ
、
意
義
や

意
味
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
「
見
て
学

び
」「
聞
い
て
学
び
」「
や
っ
て

学
ぶ
」
と
り
く
み
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
も「
長
き
を
も
っ

て
貴
し
と
せ
ず
」
な
の
は
私
た

ち
の
働
き
方
で
す
。

　
「『
教
え
る
専
門
家
』
で
あ
る

教
師
は
『
学
び
の
専
門
家
』
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

調
査
で
超
勤
多
忙
の
実
態
が

デ
ー
タ
で
示
さ
れ
ま
し
た
。「
学

び
の
時
間
」
を
確
保
し
た
く
て

も
、
も
は
や
個
人
の
努
力
で
は

限
界
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

や
っ
と
教
職
員
の
長
時
間
労

働
が
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ

れ
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
を

抱
い
て
い
た
組
合
員
の
期
待
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
横
須
賀
市
教
委
で
は

I
C
カ
ー
ド
で
の
「
勤
務
実

態
の
把
握
」
の
試
行
調
査
が
動

き
出
し
ま
し
た
。
期
間
も
、
対

象
校
も
限
ら
れ
、
調
査
自
体
へ

の
組
合
員
の
理
解
も
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
こ
の
動
き
は
、
神
教

組
で
情
報
を
共
有
し
、
各
地
区

教
組
の
実
態
を
学
ん
で
き
た
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
参
加
」「
提
言
」「
改
革
」

の
中
で
、
も
っ
と
も
今
、
必
要

な
の
は
「
政
策
提
言
」
の
力
な

の
だ
と
実
感
し
た
一
例
で
す
。

行
政
に
と
り
く
ま
せ
る
こ
と
も

一
苦
労
で
す
が
、
そ
の
あ
と
の

継
続
や
検
証
、
組
合
員
へ
の
理

解
・
定
着
は
さ
ら
に
困
難
な
こ

と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
引
き

つ
づ
き
、
神
教
組
・
七
地
区
教

組
の
連
携
と
い
う
組
織
の
力
を

い
か
し
て
と
り
く
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
多
忙
化
解
消
」「
教
職
員
定

数
改
善
」「
学
習
指
導
要
領
」「
憲

法
改
悪
阻
止
」「
組
織
強
化
・

拡
大
」
な
ど
、
私
た
ち
が
直
面

し
て
い
る
課
題
は
き
び
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

　

三
教
組
は
、
神
教
組
・
七
地

区
教
組
連
帯
の
も
と
、
数
々
の

課
題
に
対
し
、
精
一
杯
と
り
く

む
こ
と
を
お
誓
い
し
、
総
括
討

論
と
致
し
ま
す
。

　

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本

来
は
日
本
人
ら
し
さ
を
表
す
言

葉
だ
そ
う
で
的
確
に
表
現
で
き

る
英
語
は
な
い
そ
う
で
す
。
ち

な
み
に
私
は
先
輩
た
ち
か
ら
生

意
気
だ
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
「
忖
度
」
を
し
た
こ

と
が
な
い
た
め
、
た
ぶ
ん
「
忖

度
」さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、「
忖
度
」
が
国
家
力

に
関
わ
る
と
話
は
別
で
す
。
東

京
工
業
大
学
教
授
の
中
島
岳
志

氏
が
、「
忖
度
は
効
率
の
良
い

国
民
支
配
で
あ
る
。
権
力
に
勝

手
に
怯
え
て
規
制
以
上
の
規
制

を
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

今
の
報
道
の
過
剰
な
自
主
規
制

の
一
端
を
言
い
当
て
て
い
ま
す
。

　

権
力
者
に
と
っ
て
は
、
内
面

に
権
力
を
内
在
さ
せ
る
、
ロ
ー

コ
ス
ト
の
権
力
装
置
な
の
が

「
忖
度
」
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ

が
稼
働
し
、
蔓
延
し
て
い
る
政

治
と
、
そ
れ
を
問
題
視
で
き
な

い
マ
ス
コ
ミ
を
、
私
た
ち
主
権

者
が
見
極
め
る
力
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
問
題
ば
か
り
の
安
倍

政
権
で
す
が
、
支
持
率
は
高
い

ま
ま
で
す
。
一
人
で
は
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
組
合
と
い
う
強

い
つ
な
が
り
で
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
「
長
き
を
も
っ
て
貴
し
と
せ

ず
」
な
も
の
と
し
て
三
教
組
が

外
せ
な
い
も
の
は
「
空
母
の
母

港
化
」
で
す
。

　

横
須
賀
に
空
母
が
配
備
さ
れ

四
四
年
、
三
教
組
は
長
き
に
わ

た
り
「
母
港
化
阻
止
」
を
た
た

か
っ
て
き
ま
し
た
。
四
月
に
厚

木
基
地
の
開
放
で
子
ど
も
が
銃

　

三
教
組
の
明
口
で
す
。
神
教

組
原
案
を
支
持
し
、
補
強
す
る

観
点
か
ら
総
括
討
論
に
参
加
し

ま
す
。

　
「
長
き
を
も
っ
て
貴
し
と
せ
ず
」

　

安
倍
政
権
が
戦
後
歴
代
三
位

の
長
期
政
権
と
な
っ
た
際
に
、

野
田
前
首
相
が
発
し
た
言
葉
で

す
。
そ
ん
な
政
権
下
で
一
体
何

が
す
す
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
「
戦
争
へ
の
道
」「
戦

前
回
帰
へ
の
道
」
で
す
。
国
民

の
生
活
向
上
や
貧
困
問
題
は
掛

け
声
だ
け
で
終
わ
り
、
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
「
共
謀
罪
」「
憲
法
改
悪
」、

今
後
も
国
民
が
頼
ん
で
い
な
い

こ
と
ば
か
り
を
強
行
し
て
い
く

こ
と
は
明
白
で
す
。
今
こ
そ
、

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

団
結
し
て
と
り
く
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
、
次
の
世
代
に
「
あ
の

時
、
何
を
し
て
い
た
の
か
？
」

と
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
今
の

大
人
に
、
私
た
ち
教
職
員
に
、

未
来
の
運
命
を
左
右
す
る
責
任

が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
安
倍
政
権
に
関
わ
っ

て
、
気
が
早
い
で
す
が
、
今
年

の
流
行
語
大
賞
に
な
り
そ
う
な

の
が
「
忖
度
」
で
す
。
今
回
の

件
で
〝
悪
い
意
味
〟
の
言
葉
に

た
無
し
の
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
教
職
員
が
毎
日
疲

弊
す
る
中
で
、
考
え
る
こ
と
や

寄
り
添
う
こ
と
を
後
回
し
に

し
、
目
の
前
の
こ
と
だ
け
を
こ

な
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

態
に
、
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
大
人
の
余
裕
の
な
さ
を
、

子
ど
も
た
ち
は
敏
感
に
感
じ
、

張
り
詰
め
た
空
気
が
蔓
延
し
、

心
を
閉
ざ
す
の
は
明
ら
か
で

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
な
ど
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
以
前
に
、
ま
ず
、

自
分
た
ち
の
働
く
環
境
の
改
善

を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
時
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
分
を
大
事
に
で
き
な

い
人
に
、
人
を
大
事
に
す
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
教
職
員
は
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
働
く
の
が
仕
事
で

す
が
、
教
育
に
携
わ
る
者
と
し

で
き
ま
し
た
。
八
人
の
執
行
委

員
が
変
わ
る
中
、
執
行
委
員

長
、
書
記
長
、
執
行
副
委
員
長

は
全
員
留
年
し
、
二
〇
一
七
年

度
の
湘
南
教
組
は
、
課
題
多
き

大
海
原
へ
の
出
航
で
す
。

　

今
定
期
大
会
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
意
見
が
出
る

中
で
、
改
め
て
、
学
校
現
場
の

多
忙
の
大
波
を
乗
り
越
え
る
事

が
、
教
職
員
の
健
康
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

組
合
運
動
に
と
っ
て
も
、
待
っ

　

湘
南
教
組
の
伊
東
で
す
。
神

教
組
運
動
を
補
強
す
る
観
点
か

ら
、総
括
討
論
に
参
加
し
ま
す
。

　

五
月
一
一
日
・
一
二
日
の
両

日
、
湘
南
教
組
第
六
二
回
定
期

大
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

　
「
私
は
生
か
さ
れ
た
者
と
し

て
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
」

　

そ
う
語
る
元
相
模
原
市
の
教

員
だ
っ
た
堀
見
智
美
さ
ん
は
、

御
年
八
五
歳
を
迎
え
ま
す
。
語

り
部
と
し
て
訪
問
し
た
学
校
・

関
係
機
関
は
優
に
五
〇
〇
ヶ
所

近
く
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
九
〇
分
間
座
る
こ
と
も
な
く

自
身
の
被
爆
体
験
に
つ
い
て
鮮

明
に
語
り
続
け
ら
れ
る
姿
に
、

涙
す
る
聞
き
手
は
一
九
四
五
年

八
月
六
日
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に

ぐ
っ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。

　
「
沖
縄
に
初
め
て
来
ま
し
た
。

米
軍
基
地
に
対
し
、
テ
レ
ビ
で

見
て
い
た
感
じ
と
実
際
目
の
当

た
り
し
た
印
象
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
、
少
し
怖
く
な
っ
た
。

私
は
こ
の
違
和
感
を
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
。」
先
週
湘
北
地
区
で
開
催

し
た
沖
縄
平
和
研
修
ツ
ア
ー
に

て
、
政
治
的
、
文
化
的
、
社
会

的
な
視
点
や
活
動
も
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
今
後
巣
立
つ
社
会
に
目
を
む

け
、
同
じ
社
会
の
仲
間
を
育
て

る
仕
事
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
の

テ
ー
マ
は
、ご
存
知
の
通
り「
主

体
的
で
、対
話
的
で
深
い
学
び
」

で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
適
応
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
を
理
由

に
、
文
科
省
は
道
徳
の
教
科
化

や
英
語
の
教
科
化
が
必
要
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
う

し
た
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
る

教
員
の
一
番
必
要
な
資
質
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。
無
論
、
主
体

的
で
対
話
的
で
、
深
い
考
え
を

持
っ
て
い
る
教
員
だ
と
考
え
ま

す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
今
の
学
校
は

教
員
が
そ
う
し
た
資
質
を
学
ぶ

場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
も
そ
も
、
そ
う
し
た

テ
ー
マ
を
掲
げ
る
学
習
指
導
要

領
が
、
教
育
の
内
容
だ
け
で
な

く
、
教
育
の
仕
方
に
ま
で
介
入

し
て
い
ま
す
。
介
入
す
れ
ば
、

そ
れ
に
従
う
教
員
に
し
か
育
ち

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
子
ど
も

た
ち
の
主
体
性
の
育
成
も
含

め
、
導
入
さ
れ
た
総
合
を
、
英

語
の
教
科
と
し
て
の
使
用
を
肯

定
す
る
こ
と
は
、
本
来
の
趣
旨

に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

ま
た
教
員
自
身
も
、
授
業
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
、
保
護
者
や
子
ど

も
の
批
判
を
浴
び
な
い
学
級
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
先
走
り
、
管

理
職
も
他
校
と
比
べ
ら
れ
る
こ

と
を
恐
れ
、
足
並
み
を
揃
え
る

対
応
に
終
始
し
て
い
る
様
子
も

伺
え
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
で

育
っ
た
児
童
生
徒
が
、
主
体
性

を
身
に
つ
け
、
対
話
的
に
な
り
、

深
い
学
び
に
つ
な
が
る
と
は
と

う
て
い
思
え
ま
せ
ん
。
テ
ー
マ

を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
し
、
テ
ー
マ
だ
け
な
ら

共
感
で
き
ま
す
。
な
ら
ば
、
そ

の
テ
ー
マ
を
実
現
で
き
る
教
員

の
育
成
や
教
育
条
件
整
備
が
必

要
な
は
ず
で
す
。

　

さ
て
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

が
ラ
ミ
レ
ス
監
督
に
な
り
、
前

評
判
を
覆
し
、
一
年
目
か
ら
躍

進
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

ラ
ミ
レ
ス
監
督
が
若
手
に
対
し

て
会
話
を
大
事
に
し
、
常
に
前

向
き
な
言
葉
を
か
け
て
き
た
、

対
応
が
そ
こ
に
は
あ
る
そ
う
で

す
。
勝
敗
や
ミ
ス
な
ど
、終
わ
っ

た
こ
と
を
批
判
す
る
の
で
は
な

く
、明
日
の
試
合
、次
の
プ
レ
ー

に
対
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声

か
け
を
し
て
き
た
一
年
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
毎
年
、
新
た
な
新

採
用
が
増
え
る
中
で
、
私
た
ち

が
そ
う
し
た
対
応
を
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
入
っ
て
き

た
段
階
で
識
別
し
、
時
間
を
か

け
て
育
て
よ
う
と
す
る
寛
容
さ

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

す
ら
も
忙
し
い
か
ら
、
そ
の
時

間
が
な
い
と
言
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
採
用
一
年
目
や

二
年
目
で
退
職
し
て
い
く
教
職

員
の
話
を
聞
く
た
び
に
、
な
ぜ

学
校
と
い
う
職
場
で
そ
う
な
る

の
か
、
心
が
痛
み
ま
す
。
全
て

の
子
ど
も
が
合
う
教
職
員
が
い

な
い
よ
う
に
、
学
校
に
は
多
様

な
教
職
員
が
必
要
で
す
。

　

み
ん
な
き
っ
と
、
気
持
ち
で

は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
気
持
ち
は

言
葉
や
態
度
で
伝
え
て
い
か
な

い
と
人
は
わ
か
ら
な
い
で
す
し
、

自
分
の
居
場
所
は
な
い
の
か

な
っ
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

大
人
だ
っ
て
子
ど
も
と
同
じ
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
場
所
を
探

し
て
い
ま
す
。
学
校
が
子
ど
も

の
成
長
の
場
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
成
長
で
き
る
場
と
な
る

よ
う
に
、
教
職
員
組
合
が
で
き

る
こ
と
を
追
い
求
め
て
い
き
た

い
と
、
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
教
組
運
動
と
し

て
も
、
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
七
地
区
教
組
の
状

況
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
も
十
分
に
わ
か
り
ま

す
。
た
だ
、
連
帯
な
く
し
て
教

職
員
組
合
と
し
て
の
存
在
や
意

義
、
影
響
力
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
若
い
教
職
員

の
組
合
離
れ
が
す
す
む
中
で
、

各
地
区
教
組
も
組
織
化
に
お
い

て
は
最
重
要
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
組
織
、

愛
さ
れ
る
組
織
、
組
合
員
が
団

結
で
き
る
組
織
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
神
奈
川
と
し
て
の

組
織
率
、
神
教
組
、
七
地
区
教

組
連
帯
は
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
の
新
た
な
組
織
が
、
今

ま
で
以
上
の
つ
な
が
り
で
結
ば

れ
る
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
湘

南
教
組
は
七
地
区
教
組
の
連
帯

の
も
と
、
神
教
組
運
動
を
主
体

性
持
っ
て
す
す
め
る
こ
と
誓

い
、
総
括
討
論
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

組
織
の
力
で
未
来
を
つ
く
る

�

三
浦
半
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伝
わ
り
や
す
い
伝
え
方
を
模
索

し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
会
集
会

で
は
、「
若
い
組
合
員
が
増
え

て
い
る
の
で
、
議
案
書
の
読
み

方
等
も
説
明
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
」
と
い
う
ご
指
摘
も
い
た

だ
き
、
組
合
員
と
関
わ
る
中

で
、
以
前
は
分
会
内
で
先
輩
た

ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ

と
が
、
継
承
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多

く
の
先
輩
た
ち
が
退
職
さ
れ
、

多
く
の
若
い
人
た
ち
が
増
え
て

い
る
今
、
執
行
部
は
、「
組
合
」

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
工
夫
と
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

を
よ
り
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
よ
う

な
分
会
訪
問
の
充
実
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
会
の
質
疑
や
討
論

で
は
、
総
労
働
時
間
縮
減
に
関

す
る
内
容
が
多
く
、
代
議
員
か

ら
は
「
日
々
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
中
で
、
私
た
ち
教
職

員
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
。
業

務
の
適
正
化
に
む
け
て
ど
の
よ

う
に
と
り
く
む
の
か
。」
と
い

う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
あ
る
自
治
体
の
総
合
教

育
会
議
で
は
、
保
護
者
の
間
で

も
教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
に
つ
い
て

話
題
に
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
う
か
が
い
、
教
職
員
の
働

き
方
改
革
を
含
め
た
長
時
間
労

働
是
正
の
機
運
は
少
し
ず
つ
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

の
機
運
の
高
ま
り
も
一
朝
一
夕

に
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
り

く
み
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
諸
先
輩
方
が
と
り
く
ん
で

き
た
運
動
を
継
承
し
、
教
職
員

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
必
ず
や
業
務
の
適
正
化

と
総
労
働
時
間
の
縮
減
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
日

お
会
い
し
た
再
任
用
職
員
の
方

参
加
し
た
新
採
用
者
が
帰
り
の

飛
行
機
で
記
載
し
た
一
文
で

す
。
そ
の
後
小
学
校
に
勤
務
す

る
彼
女
と
三
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ど
ん
な
将
来
を
描
い
た

の
か
聞
い
て
み
る
と
、「
安
全

に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
お
家
も

い
い
け
ど
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
方
が
い
い
し
、
そ
れ
が
み

ん
な
に
と
っ
て
幸
せ
」
と
ク
ラ

ス
の
答
え
が
見
つ
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

安
倍
政
権
に
よ
る
、
定
義
不

明
確
と
政
府
の
陰
謀
画
策
と
も

い
え
る
特
定
秘
密
保
護
法
制

定
、
時
の
国
家
権
力
か
ら
国
民

を
守
る
べ
き
憲
法
の
「
理
念
」

を
否
定
し
た
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
閣
議
決
定
と
安
全
保
障

関
連
法
施
行
、
そ
し
て
根
拠
不

明
確
で
現
代
の
治
安
維
持
法
と

も
言
え
る
共
謀
罪
と
、
ま
さ
に

個
人
よ
り
も
国
家
を
重
ん
じ
、

市
民
権
を
剥
奪
し
か
ね
な
い
現

政
権
の
思
い
描
く
未
来
は
、
私

た
ち
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
描

く
未
来
と
は
乖
離
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
と
未
来
と
の
点
を
結
ぶ

そ
の
線
上
に
立
っ
て
い
る
の
が

現
在
の
私
た
ち
。
そ
の
私
た
ち

が
、
平
和
憲
法
を
守
る
た
め
、

何
を
す
べ
き
か
そ
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
い
ま
す
。
堀
見
さ
ん

の
言
葉
を
借
り
る
の
な
ら
ば
、

今
を
生
き
て
い
る
者
と
し
て
、

過
去
の
大
き
な
過
ち
に
よ
る
深

い
反
省
と
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た

日
本
国
憲
法
を
歪
曲
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
次
世
代
き
ち
ん
と
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
が
使
命
で

あ
る
と
。

　

安
倍
首
相
は
、
と
う
と
う

二
〇
二
〇
年
に
む
け
自
衛
隊
を

明
記
す
る
こ
と
な
ど
、
憲
法
改

悪
を
声
高
々
と
発
言
し
は
じ
め

ま
し
た
。
中
央
に
結
集
し
、
反

対
諸
行
動
や
署
名
活
動
等
継
続

的
に
続
け
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
沖
縄
に
続
い
て

基
地
を
抱
え
る
神
奈
川
だ
か
ら

こ
そ
、
日
々
の
教
育
実
践
す
な

わ
ち
平
和
・
人
権
・
環
境
そ
し

て
共
生
教
育
の
推
進
を
は
か
り

つ
つ
、
市
民
運
動
と
し
て
も
憲

法
改
悪
反
対
の
声
を
今
こ
そ
あ

げ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

話
し
は
変
わ
り
、
教
職
員
の

多
忙
状
況
解
消
に
つ
い
て
で
す
。

　
「
も
う
私
の
よ
う
に
、
悲
惨

な
思
い
を
若
い
先
生
に
さ
せ
た

く
な
い
」
と
語
る
海
老
名
市
の

中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
女
性

教
職
員
が
、
今
か
ら
九
年
前
体

育
祭
終
了
後
ホ
ッ
と
し
た
そ
の

瞬
間
、
脳
出
血
で
倒
れ
緊
急
搬

送
さ
れ
ま
し
た
。
後
遺
症
が

残
っ
た
も
の
の
幸
い
命
に
別
状

は
な
く
、
そ
の
後
も
教
職
を
続

け
ら
れ
今
年
の
春
退
職
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
湘
北
と
し
て

も
、
公
務
災
害
申
請
に
対
し
、

全
面
的
に
協
力
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員

災
害
補
償
基
金
は
、
異
常
な
気

象
状
況
で
な
か
っ
た
こ
と
を
は

じ
め
、
日
々
の
持
ち
帰
り
業
務

は
証
拠
が
な
く
要
因
と
し
て
評

価
で
き
な
い
こ
と
、
課
題
の

あ
っ
た
生
徒
へ
の
指
導
や
保
護

者
の
対
応
に
対
し
て
も
通
常
の

業
務
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、
公
務
災
害
認
定
を

見
送
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

学
校
で
働
く
教
職
員
の
現
状
を

客
観
的
に
判
断
で
き
な
い
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
例
え
突

発
的
事
故
で
な
い
に
し
ろ
精
神

的
・
肉
体
的
に
蓄
積
さ
れ
た
疲

労
の
結
果
、
倒
れ
る
ま
で
、
い

や
倒
れ
て
も
救
い
の
手
が
差
し

伸
べ
ら
れ
る
こ
と
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
憤
り
そ
し
て
怒
り
を

感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
残
念

な
が
ら
現
在
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る「
働

き
方
改
革
」
で
は
教
職
員
は
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
改
め
て
個
々
人
の
「
命
」

を
守
る
た
め
に
も
、
適
正
な
勤

務
時
間
そ
し
て
本
務
外
業
務
の

排
除
に
つ
い
て
具
体
性
を
も
っ

て
各
行
政
機
関
へ
強
く
働
き
か

け
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

最
後
に
組
織
課
題
に
つ
い
て

で
す
。
前
回
の
中
央
委
員
会
で

も
述
べ
ま
し
た
が
、
湘
北
地
区

は
従
来
の
構
成
を
大
和
・
綾

瀬
・
海
老
名
・
座
間
・
厚
木
・

愛
川
・
清
川
の
七
市
町
村
と
し
、

相
模
原
地
区
は
相
模
原
市
教
組

を
立
ち
上
げ
、
新
た
に
職
員
団

体
登
録
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

湘
北
・
相
模
原
で
構
成
す
る
非

職
員
団
体
の
「
湘
北
地
区
教
職

員
組
合
協
議
会
」
で
、
教
育
労

働
運
動
の
根
幹
と
い
う
べ
き
教

研
活
動
の
運
営
等
を
合
同
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
改

め
て
こ
の
間
、
神
教
組
・
各
地

区
教
組
の
み
な
さ
ん
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
ご
相
談
・
ご
助
言
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
体
制
と

な
り
二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
県
域
の
課
題
も
相
模
原
市

の
課
題
も
同
じ
場
所
で
と
も
に

考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
や

労
力
は
多
少
増
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、
相
互
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
熱
い
夏
が
す

ぐ
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。

湘
北
は
今
後
も
神
教
組
・
各
地

区
教
組
の
連
帯
の
も
と
、
と
り

く
ん
で
い
く
決
意
を
申
し
上

げ
、
私
の
総
括
討
論
と
し
ま
す
。

　

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

が
、
引
き
続
き
継
続
し
て
組
合

運
動
に
参
画
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方

は
、「
私
が
再
任
用
と
し
て
働

い
て
い
る
間
に
改
善
し
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
後
進
の

た
め
に
引
き
続
き
と
り
く
む
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
の
教
え
子
が
新
規

採
用
者
と
し
て
中
地
区
で
採
用

さ
れ
、
組
合
加
入
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
先
輩
や
教
え
子
と
と

も
に
組
合
運
動
や
学
校
づ
く
り

に
参
画
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
世

代
交
代
の
渦
中
で
あ
る
こ
と
も

ま
た
事
実
な
の
だ
と
実
感
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
継
承

が
難
し
い
と
叫
ば
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
す
が
、「
後
進
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
や
新
た
な
仲

間
を
大
き
な
糧
と
し
な
が
ら
、

世
代
交
代
を
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
、
運
動
を
前
進
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
継
承
」
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
組
合
運
動
の
と
り
く
み

の
成
果
や
諸
先
輩
方
の
思
い
を

受
け
継
ぐ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

未
来
に
向
か
っ
て
発
展
す
る
意

味
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

の
と
り
く
み
が
一
層
重
要
で
す
。

　

こ
の
二
日
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

討
議
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
私
た
ち
教
職
員
に
と
っ

て
の
課
題
は
共
有
さ
れ
ま
し
た

が
、
課
題
山
積
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
神
教
組
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
七
地
区
教
組

が
連
帯
・
連
携
し
、
課
題
解
決

に
む
け
て
全
力
で
と
り
く
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

七
地
区
教
組
と
の
連
帯
と
連

携
を
基
本
に
、
神
教
組
の
方
針

を
支
持
し
つ
つ
、「
継
承
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
の
間
の
と

り
く
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

討
論
に
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
中
地
区
教
育
研
究

集
会
は
、
八
月
二
一
日
に
「
中

地
区
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
開
催
し
、
分
科
会
は
神

奈
川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。
昨
年
度
は
、
参
加
者
か
ら

の
「
分
科
会
を
一
つ
の
会
場
で

で
き
る
利
点
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
声
を
受
け
て
、「
交
流
タ
イ

ム
」
を
新
設
し
、
他
の
分
科
会

に
参
加
し
た
り
展
示
ブ
ー
ス
を

訪
れ
た
り
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
心
が
け
ま
し
た
。
三
年
目

と
な
る
今
年
度
は
、「
教
研
の

活
性
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

交
流
の
意
義
を
継
承
し
な
が

ら
、交
流
の
可
能
性
を
追
求
し
、

執
行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
と
り

く
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、「
ひ
ら
か
れ
た
教
研
」
の

観
点
か
ら
、
全
体
記
念
講
演
会

の
講
師
と
し
て
、
絵
本
作
家
の

宮
西
達
也
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
思
い
や
り
」
と
「
や
さ
し
さ
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
宮
西
さ
ん
の
絵
本

の
根
底
に
は
、
あ
る
が
ま
ま
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
あ
ふ

れ
て
お
り
、
き
っ
と
幅
広
い

年
代
の
皆
さ
ま
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
例
年
よ
り
も
早
期

の
情
宣
に
努
め
、
教
職
員
・
保

護
者
・
市
民
の
方
々
に
も
ご
参

加
い
た
だ
く
こ
と
を
通
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
と
思
い
を
共
有

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
教
組
で
は
、
五
月

一
七
日
に
第
五
四
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
前
に

全
分
会
に
オ
ル
グ
に
入
り
、
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
昨
年
度
の

総
括
と
今
年
度
の
方
針
に
つ
い

て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
オ
ル
グ
は
、
新
採
用

や
未
加
入
者
へ
の
組
合
学
習
会

も
兼
ね
て
い
る
た
め
、
組
合
の

と
り
く
み
が
わ
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い

を
込
め
て
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
と

と
も
に
、
組
織
部
長
が
中
心
と

な
っ
て
中
教
組
の
と
り
く
み
が

一
目
で
わ
か
る
「
議
案
ガ
イ

ド
」（
r
a
i
n
b
o
w 

o
f 

t
h
e
中
教
組
運
動
）
を
作

成
し
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に

「
継
承
」
の
先
に

�
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西
湘
地
区
教
組
の
上
村
で

す
。
神
教
組
方
針
を
支
持
し
補

強
す
る
観
点
か
ら
討
論
に
参
加

し
ま
す
。

　

西
教
組
で
は
今
週
、
執
行
部

八
人
専
門
部
三
人
の
計
一
一
人

が
参
加
し
、
教
育
長
協
議
会
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
で

は
、
日
常
的
な
超
過
勤
務
の
実

態
を
ふ
ま
え
、
夏
季
休
業
中

に
「
適
切
な
配
慮
」
を
行
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

交
渉
で
確
認
さ
れ
た
「
適
切
な

配
慮
」
は
参
加
者
一
一
人
で
勝

ち
取
っ
た
権
利
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
と
て
も
臆
病
で
、
交

渉
前
は
毎
回
お
腹
が
痛
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
交
渉
の
際
、

「
西
教
組
一
千
人
の
仲
間
が
い

る
」
と
思
え
る
こ
と
で
勇
気
づ

け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
交
渉
を
重

ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分

会
員
の
存
在
が
執
行
部
を
勇
気

づ
け
、
執
行
部
が
た
た
か
え
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
分
会
の
み
な

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
こ
れ
ま
で
国
民

に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
さ

ず
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り

を
推
し
す
す
め
て
い
ま
す
。
特

定
秘
密
保
護
法
成
立
直
後
の

J
N
N
世
論
調
査
で
は
「
国

会
審
議
が
不
十
分
だ
っ
た
」
と

八
五
%
が
回
答
。
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
を
含
む
安
保
関

連
法
成
立
直
後
の
読
売
新
聞
の

世
論
調
査
で
は
「
政
府
・
与
党

の
説
明
が
不
十
分
」
と
八
二

%
が
回
答
。
共
謀
罪
を
含
ん

だ
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
も

五
月
二
〇
日
・
二
一
日
の
共
同

通
信
社
の
世
論
調
査
で
は
、「
政

府
の
説
明
が
十
分
だ
と
思
わ
な

い
」
と
七
七
%
が
回
答
。
安

倍
政
権
は
国
民
の
気
持
ち
を
無

視
し
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く

り
へ
と
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ

く
り
へ
す
す
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
こ
の
責
任
は
誰
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
責
任
は
私
た

ち
主
権
者
に
も
あ
り
ま
す
。
衆

議
院
選
挙
・
参
議
院
選
挙
に
お

い
て
現
在
の
政
府
与
党
に
議
席

を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
圧

倒
的
議
席
数
を
も
っ
て
安
倍
政

権
は
戦
争
法
案
の
強
行
採
決
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
止
め
ら
れ
る
の

は
、
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
は
私
た
ち
で
す
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
の
一
つ
は
、
私
た

ち
の
考
え
を
国
政
等
で
意
見
反

映
し
て
く
れ
る
推
薦
議
員
の
当

選
で
す
。
私
た
ち
の
考
え
る
理

想
の
議
員
は
な
か
な
か
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
今
い
る

議
員
を
理
想
に
近
づ
け
れ
ば
い

い
。
西
教
組
で
は
、
各
級
議
員

を
機
関
会
議
に
呼
ん
で
、
分
会

員
の
声
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
行
わ
れ
る
各
自
治
体
の

首
長
選
挙
、
今
年
度
に
も
行
わ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
衆
議
院

選
挙
に
お
い
て
推
薦
候
補
の
当

選
に
む
け
、
全
力
で
と
り
く
ん

で
い
き
ま
す
。

　

先
週
、
西
教
組
で
は
教
員
採

用
試
験
対
策
講
座
を
開
き
、
講

座
の
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
協
議

を
行
い
、
意
見
交
流
を
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
対
策
講
座
が
終

了
し
た
後
も
、
会
場
に
残
っ
て

談
笑
を
し
て
い
る
受
講
者
が
何

人
も
い
ま
し
た
。
い
つ
も
の
機

関
会
議
で
は
、
閉
会
挨
拶
が
始

ま
る
と
、
資
料
を
ま
と
め
、
腰

を
宙
に
浮
か
せ
て
い
る
組
合
員

が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
ま
す
。
採

用
試
験
対
策
講
座
で
見
た
、
笑

顔
で
話
す
受
講
者
の
姿
。
こ
の

表
情
を
こ
れ
ま
で
引
き
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
に
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。「
組
合
っ
て
楽
し
い
」

「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
組
合
活
動
を
め
ざ
し

て
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
教
師
が
夢
を
語
れ
な
く
て

は
、
子
ど
も
は
夢
を
抱
け
な
い
」

と
、
昨
日
連
合
神
奈
川
の
柏
木

会
長
が
挨
拶
で
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

西
教
組
は
、
平
和
で
安
心
な

社
会
の
実
現
、
教
師
が
夢
を
語

り
子
ど
も
が
夢
を
抱
く
姿
に
む

け
、
神
教
組
・
各
地
区
教
組
と

と
も
に
と
り
く
ん
で
い
く
こ
と

を
約
束
し
、
討
論
と
し
ま
す
。

　

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

気
持
ち
の
持
ち
方

�
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大　会　宣　言
　私たち神奈川県教職員組合は、ここに第92回定期大会を開催し、2016年度の運動を総括するとともに、2017年度の運動方針を決定しました。
　次期学習指導要領が告示され、道徳の教科化、小学校における英語の教科化による授業時数などの増加、これらによって教員や子どもたちにさ
らなる負担が強いられます。今大会でも教育改革がトップダウンですすめられ、子ども不在の教育改革の動きを危惧する声が報告されました。
　長時間労働は、深刻な社会問題となっており、文科省調査でも多くの教員が過労死ラインと呼ばれる月80時間を超える時間外勤務をしているこ
とが明らかになりました。国においては、「時間外労働の上限規制」について議論がすすんでいますが、教員はその対象外とされています。学校現
場では、「子どもたちのため」、そして「教育の責任感」から多くの職員が長時間労働によって疲弊しています。本大会では、定数改善、業務の見
直しなど抜本的な改善策を求める声も多く出されました。
　長時間労働の解消など、私たちの勤務条件の改善には組織の強化・拡大が欠かせません。新採用教職員の全員加入、再任用職員や臨時的任用職員、
非常勤職員を含めた組織化など、すべての教職員の結集にむけたとりくみを強化していきましょう。
　安倍首相は、憲法記念日にあわせ「2020年を新しい憲法が施行される年にしたい」と 9条を含め改憲について表明しました。まさに今、戦後72
年間受け継がれてきた平和・民主国家が危機を迎えようといます。
　「教え子を再び戦場に送るな」の原点に立ち戻り、子どもが安心して将来に希望を見出すことができる、平和でともに生きる社会をめざして力を
尽くしましょう。
　私たちは、社会的対話を通じ今後も憲法と子どもの権利条約の理念を守り、地域からの教育改革の実現にむけ、神教組・地区教組連帯してとり
くんでいきます。
　以上、宣言します。
� 2017年 6 月10日
� 神奈川県教職員組合第92回定期大会

子どもたちに豊かな学びの保障をめざす特別決議 平和で民主的な社会を次世代へ！
日本国憲法の尊重を求める特別決議

　「先生できたよ。わかったよ！」とのうれしそうな笑顔。子どもたちから発言
がわきあがる授業。私たちにとって、うれしい瞬間であり、エネルギーの源と
なるものです。
　私たちは子どもたちと向き合い、目の前の子どもたちが生き生きととりくむ
授業をどのように創造していくか、日々、仲間とともに考えています。

　次期学習指導要領が告示されました。今回の改正では、「何を学ぶか」だけで
はなく、「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」にまで言及されてい
ます。小学校においては、高学年で外国語科、中学年で外国語活動が導入され
るなど、教育内容や授業時数が増加しており、子どもたち、教職員にとっての
負担が懸念されます。
　本来、豊かな学びは、目の前の子どもの実態から出発し、実践を積み重ねて
いくものです。学習指導要領はあくまで大綱的な基準であり、指導方法や評価
まで画一的に規定すべきではありません。

　また、「特別の教科 道徳」にも課題があります。教科書を使い、評価を行う
道徳は、一定の価値観を押しつけてしまうことが危惧されるとともに、子ども
の内面を評価することに対して、現場から不安の声があがっています。
　私たちは、一人ひとりを大切にする教育の実践をめざしてきました。しかし、
県内の「いじめ件数」や「不登校児童生徒数」の増加、東日本大震災に関わる
いじめや障害者施設における事件などから、改めて社会全体での人権感覚が問
われています。これらのことを真摯に受けとめ、子どもの権利条約の理念を生
かした道徳教育にとりくむとともに、あらゆる活動において人権を尊重した教
育をすすめていく必要があります。

　子どもたちに豊かな学びを保障するためには、十分な教育条件整備が欠かせ
ません。私たち教職員が心身ともに健康であることも大切です。国や県、市町
村に対し、人的配置、予算措置、さらなる具体的な施策を強く求めていくとと
もに、子どもと向き合う時間の確保、教材研究の時間の確保等からも、働き方
改革のとりくみをすすめていくことが重要です。

　「子どもたちが生き生きと輝いている姿」をめざしましょう。
　「子ども、教職員の笑顔あふれる学校」を築きましょう。

　引き続き、自主的・創造的な教育実践を積み重ね、すべての子どもたちに豊
かな学びを保障するとともに、子どもたちが明るい未来を描ける社会の実現に
むけ、神教組・地区教組一体となって、運動を推進していきましょう。

　以上決議します。

　2017年 6 月10日
　神奈川県教職員組合第92回定期大会

　日本国憲法は施行70年を迎えました。日本が平和国家として歩むこと
を決意した不戦の誓いは、国際社会での信頼を得ることにつながるとと
もに戦後日本の平和的発展に大きな役割を果たしてきました。しかしな
がら、現政権により憲法の三原則である国民主権・平和主義・基本的人
権の尊重が形骸化され、戦後民主主義は危機的状況にあります。

　安保関連法および「共謀罪」をめぐる国会での論議では、立憲主義・
民主主義をないがしろにする現政権の姿勢が如実にあらわれました。さ
らに、安倍首相は国会で 3 分の 2 を占める改憲勢力の数の力を背景に
「2020年に新しい憲法の施行」を明言し、 9 条についても手を加えてい
くとしています。戦後、国会で明確に否定されたはずの「教育勅語」に
も、「良いところはある」という大臣の答弁がまかり通る現在の国会情
勢を見ていると、「いつか来た道」を戻っていくのでは、という危惧を
禁じ得ません。

　「戦争は教室から始まる」

　自らの体験からそう語ってくれた戦争体験者たちは年々少なくなって
います。憲法を守り、平和で民主的な共生社会の実現をめざす私たちは、
真実を見抜き、確かな判断によって日本国憲法のもと戦後72年にわたる
平和国家・民主国家としての歩みを次世代に引き継いでいかなければな
りません。
　平和な社会の次世代への継承。私たちが何をするべきかが問われてい
ます。
　これまでも私たちは、 8回にわたる神教組憲法学習会で立憲主義への
理解を深めつつ、集会・デモ・月例行動・すべての組合員の力を結集し
た署名活動を通して声をあげてきました。
　これからもすべての教育活動を通して平和教育にとりくむとともに、
多様な考えを認め合い、対話を通して問題の解決をはかっていこうとす
る子どもたちを育む主権者教育をすすめていく必要があります。　

　厳しい情勢にこそ、一丸となってとりくむことが重要です。世代・職
場を越えた連帯こそ先人たちが残してくれた私たちの財産です。引き続
き私たちは、神教組・地区教組ともに「教え子を再び戦場に送るな」の
スローガンのもと行動し、平和な社会を次世代へと継承するための確か
な一歩をすすめていきましょう。

　以上決議します。

　2017年 6 月10日
神奈川県教職員組合第92回定期大会
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湘
南
教
組
で
執
行
委

員
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
佐
藤
で
す
。
本
大
会

で
退
任
さ
れ
る
神
教
組

執
行
部
役
員
四
人
の
方
々

の
、
神
教
組
運
動
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
こ
こ
に
感
謝
の

決
議
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

松
川
昌
平
さ
ん
は
、

西
教
組
執
行
委
員
、
書

記
次
長
を
務
め
ら
れ
、

二
〇
一
五
年
度
か
ら
二

年
間
神
教
組
執
行
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
歯
に
衣
着
せ
ぬ

的
確
な
も
の
言
い
と
青

年
層
の
兄
貴
分
と
し
て

の
存
在
感
が
印
象
的
で
、

各
地
区
組
合
員
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

共
闘
部
長
と
し
て
そ

の
重
責
を
担
い
、
特
に
、

国
会
前
の
座
り
込
み
や

集
会
で
は
連
日
連
夜
通

い
詰
め
、
神
奈
川
県
の

教
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
た
め
、
そ
れ
こ
そ
体

を
張
っ
て
、
精
力
的
に

と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
神
教
組
憲
法
学

習
会
の
企
画
・
運
営
に

中
心
的
か
つ
積
極
的
に

携
わ
り
、
立
憲
主
義
の

大
切
さ
、
現
憲
法
が
身

近
で
私
た
ち
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
と
い
う
こ
と
を
、
現

場
教
職
員
に
伝
え
広
め

て
い
く
た
め
に
奮
闘
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
研
部
長
と

し
て
、
県
教
研
や
全
国

教
研
で
も
ご
活
躍
さ
れ
、

地
区
教
組
の
対
応
や
全

国
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
数
々
の
要
望
や
さ

ま
ざ
ま
な
調
整
に
大
変

ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

教
研
の
活
性
化
の
た
め

に
、
ま
さ
に
粉
骨
砕
身

の
と
り
く
み
に
、
前
担

当
・
現
在
湘
南
教
組
某

執
行
副
委
員
長
も
「
お

～
！
よ
く
頑
張
っ
て
る

よ
！
」
と
感
心
し
て
い

ま
し
た
。

　

現
場
に
戻
ら
れ
て
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
と
り

く
み
に
精
を
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
ま
た
国
会
や
日
比

谷
野
音
で
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
更

な
る
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

加
藤
礼
信
さ
ん
は
、

二
〇
〇
一
年
度
よ
り
浜

教
組
事
務
職
員
部
部
長

を
皮
切
り
に
、
二
〇
一
五

年
度
ま
で
の
間
に
、
神

教
組
事
務
職
員
部
副
部

長
、
日
教
組
事
務
職
員

部
事
務
研
推
進
委
員
、

浜
教
組
の
事
務
職
員
部

副
部
長
や
常
任
委
員
、

旭
支
部
書
記
長
な
ど
を

歴
任
し
、
二
〇
一
六
年

度
よ
り
神
教
組
執
行
委

員
、
神
教
組
事
務
職
員

部
部
長
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ご
紹
介
し
た
通
り
、

県
内
・
全
国
と
長
き
に

わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
役
員
と
し
て
ご
活

躍
な
さ
り
、
そ
の
豊
富

な
経
験
に
裏
付
け
さ
れ

た
現
場
実
態
を
熟
知
し

た
見
識
、
先
を
見
通
し

た
戦
略
的
発
言
で
、
地

区
教
組
役
員
に
と
り
ま

し
て
も
、
大
変
心
強
く
、

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、
神
教

組
賃
金
部
長
と
し
て
、

県
労
連
事
務
局
次
長
と

し
て
、
私
た
ち
公
務
員

の
生
活
に
直
結
す
る
賃

金
確
定
闘
争
の
と
り
く

み
で
は
、
加
藤
さ
ん
宣

言
通
り
の
「
差
額
支
給
」

を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で

き
、
七
地
区
教
組
組
合

員
一
同
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

昨
年
度
は
越
年
交
渉
、

ま
た
、
三
年
連
続
の
差

額
支
給
と
い
う
三
万
人

の
組
合
員
の
不
安
と
期

待
が
の
し
か
か
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
事
務
局
と
し

て
相
当
だ
っ
た
は
ず
で

す
。
き
っ
と
、
そ
の
間
は
、

大
好
き
な
お
酒
の
量
と

親
父
ギ
ャ
グ
の
頻
度
が

増
え
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
人
の
こ
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
お
酒

と
ギ
ャ
グ
は
物
足
り
な

い
く
ら
い
が
い
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
場
に
戻
ら
れ
、
大

好
き
な
釣
り
も
ど
ん
ど

ん
し
て
い
た
だ
き
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
模
範
を
示
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
更
な
る
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

小
森
春
美
さ
ん
は
、

二
〇
〇
六
年
度
湘
北
教

組
栄
養
職
員
部
教
研
担

当
、
二
〇
一
〇
年
度
湘
北

教
組
栄
養
職
員
部
部
長

を
務
め
ら
れ
、
二
〇
一
六

年
度
神
教
組
執
行
委
員
、

栄
養
教
職
員
部
部
長
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る

諸
課
題
は
、
各
地
区
各

地
域
多
種
多
様
で
す
が
、

県
の
部
長
と
し
て
、
各

地
区
栄
養
教
職
員
部
役

員
と
の
情
報
交
換
・
連

携
強
化
に
精
力
的
に
と

り
く
ま
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
や
異
物
混
入
、
食

材
の
安
全
性
な
ど
、
命

に
関
わ
る
諸
課
題
へ
の

対
応
は
、
ま
と
め
役
と

し
て
も
相
当
な
重
圧
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
区
が
切
望
す
る
栄

養
教
諭
任
用
拡
大
と
い

う
定
数
改
善
に
む
け
て

も
、
県
教
委
交
渉
を
中

心
に
全
力
投
球
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
地
区
役
員
世
代
交

代
が
す
す
む
傾
向
に
あ

る
中
、
自
身
の
豊
富
な

経
験
を
次
世
代
へ
引
き

継
ご
う
と
い
う
意
識
が

高
く
、
確
実
な
仕
事
ぶ

り
と
、
食
に
対
す
る
ぶ

れ
な
い
小
森
さ
ん
の
信

念
は
、
神
教
組
栄
養
教

職
員
部
運
動
の
前
進
に

大
き
く
寄
与
し
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

現
場
に
戻
ら
れ
、
若

干
時
間
的
な
余
裕
が
生

ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

余
計
な
お
世
話
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
こ
だ
わ

り
の
カ
ー
セ
ン
ス
に
一

層
磨
き
を
か
け
て
、
大

好
き
な
車
で
お
買
い
物

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

更
な
る
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

吉
田
正
和
さ
ん
は
、

一
九
九
〇
年
度
川
教
組

書
記
次
長
を
皮
切
り
に
、

同
教
組
で
生
活
部
長
、

執
行
副
委
員
長
、
書
記

長
、
執
行
委
員
長
を
歴

任
し
、
二
〇
〇
六
年
度
、

神
教
組
執
行
委
員
長
と

い
う
大
役
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
、

神
教
組
・
七
地
区
教
組

運
動
の
「
主
軸
」
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
と
い

え
ば
、
湾
岸
戦
争
や

P
K
O
法
強
行
成
立
な

ど
に
よ
る
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
に
対
す
る
大
規

模
な
反
対
運
動
、
日
の

君
強
制
問
題
や
国
旗
国

歌
法
制
定
、
学
校
五
日

制
の
議
論
、
神
戸
児
童

殺
傷
事
件
、
二
〇
〇
〇

年
以
降
は
、
人
事
評
価

制
度
や
総
括
教
諭
導
入
、

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て

も
教
育
基
本
法
の
改
悪

と
、
平
和
・
人
権
、
学

校
教
育
・
学
校
組
織
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
い

わ
ば
激
動
の
時
代
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
神
教
組
・
七
地

区
教
組
に
と
っ
て
も
苦

難
苦
境
の
時
期
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、当
時
役
員
と
し
て
、

「
主
軸
」
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て

も
、
人
を
大
切
に
し
、

常
に
冷
静
沈
着
な
態
度

で
厚
い
信
頼
の
も
と
乗

り
越
え
て
き
た
吉
田
さ

ん
の
尽
力
は
、
諸
先
輩

方
同
様
、
後
世
私
た
ち

現
役
世
代
の
と
り
く
み

を
支
え
る
地
下
水
の
ご

と
く
脈
々
と
流
れ
、
生

き
続
け
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
度
以
降

は
、
中
央
労
働
金
庫
神

奈
川
県
本
部
本
部
長
、

中
央
労
働
金
庫
理
事
長
、

そ
し
て
現
在
は
全
国
労

働
金
庫
協
会
副
理
事
長

と
し
て
、
経
営
側
の
立

場
で
す
が
、
長
年
の
濃

密
か
つ
豊
富
な
役
員
経

験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ろ

う
き
ん
運
動
ス
ピ
リ
ッ

ツ
を
内
に
秘
め
、
黙
々

と
業
務
に
あ
た
ら
れ
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き

一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
退
任
さ
れ

る
み
な
さ
ま
、
今
後
と

も
神
教
組
・
七
地
区
教

組
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
感
謝
決
議

と
し
て
提
案
い
た
し
ま
す
。

　（
湘
南
教
職
員
組
合

　
執
行
委
員
長
　

佐
藤
　
大
輔
）

退
任
挨
拶
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•
•
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•

執
行
委
員

�

松
川
　
昌
平

執
行
委
員

�

加
藤
　
礼
信

論
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
助
け

合
う
こ
と
で
大
き
な
力
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

青
年
を
担
当
す
る
中
で
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
討
論
集
会
が

神
奈
川
開
催
と
な
り
、
関
東
の

仲
間
、
全
国
の
仲
間
と
組
合
の

今
後
や
課
題
に
つ
い
て
、
熱
く

議
論
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ

　

西
教
組
か
ら
二
年
間
執
行
委

員
と
し
て
出
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
松
川
で
す
。
先
ほ
ど
は

湘
南
教
組
佐
藤
執
行
委
員
長
か

ら
過
分
な
る
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
大
変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

二
年
間
の
中
で
青
年
、
組
織
、

教
研
、
平
和
共
闘
の
大
き
く
四

つ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
改
め
て
議

て
良
き
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
い
つ
も
感
じ
て

い
た
の
は
、
神
奈
川
の
組
織
の

大
き
さ
、
そ
の
責
任
で
し
た
。

地
区
教
組
の
青
年
担
当
の
方

が
、
毎
年
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
が
、
全
国
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
青
年
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
役
員
の
み
な
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

教
研
活
動
の
中
で
も
同
様
に

感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
多
く
が
一
つ
で
も
多
く
学
ん

で
帰
れ
れ
ば
と
、
他
県
の
報
告

者
に
質
問
し
、
議
論
し
て
い
る

姿
は
、
ま
さ
に
前
進
す
る
神
奈

川
の
教
育
の
具
体
を
垣
間
見
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
役
員
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
ど
う
し
て
も
と

り
く
み
た
い
業
務
が
あ
り
ま
し

た
。
平
和
共
闘
の
担
当
で
す
。

こ
の
二
年
間
の
中
で
、
安
保
法

制
・
共
謀
罪
と
大
き
な
波
が
政

府
に
よ
っ
て
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
数
の
力
で
押
し
切
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
反
対
の
声
を
あ
げ

続
け
る
こ
と
、
今
後
も
私
自
身

続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
教
室
に
帰
り
、
子

ど
も
た
ち
と
日
々
学
校
生
活
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
沖
縄
の
学
習
を
し
て
い
る

際
に
、
子
ど
も
が
話
し
合
い
を

始
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。「
な
ぜ
、

沖
縄
に
た
く
さ
ん
基
地
が
あ
る

の
」「
北
朝
鮮
っ
て
ミ
サ
イ
ル

打
っ
て
く
る
の
」「
戦
争
す
る

と
ど
う
な
る
の
」「
け
ん
か
し

て
も
、
仲
直
り
す
れ
ば
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
」
子
ど
も
の
議
論

を
聞
く
中
で
、
私
が
共
感
し
、

子
ど
も
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
„
自
分
事
＂

つ
ま
り
遠
く
で
起
き
て
い
る
こ

と
を
、
私
事
に
捉
え
直
し
、
知

識
を
使
っ
て
、
自
分
た
ち
の
結

論
へ
と
助
け
合
っ
て
い
る
姿
で

し
た
。

　

改
め
て
子
ど
も
た
ち
に
学

び
、
平
和
の
道
す
じ
を
考
え
、

何
が
で
き
る
の
か
、
私
自
身
問

い
直
し
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
地
区

教
組
の
み
な
さ
ま
に
は
多
大
な

る
ご
協
力
と
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
神
教
組
書
記
の
み

な
さ
ま
、
教
育
会
館
、
教
職
員

共
済
の
み
な
さ
ま
、
い
つ
も
細

や
か
な
ご
配
慮
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
当
に
二
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

賃
金
部
長
と
事
務
職
員
部
長

を
一
年
間
務
め
ま
し
た
加
藤
で

す
。
自
分
自
身
に
と
っ
て
は
と

て
も
内
容
の
濃
い
一
年
間
で
し

た
。

　

昨
年
の
定
期
大
会
で
、
賃
金

部
長
と
し
て
の
就
任
挨
拶
と
し

て
「
三
年
連
続
の
差
額
支
給
め

ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
！
」
と

言
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
わ
り
の
方

か
ら
「
差
額
出
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
の
に
、
責
任
と
れ
る

の
か
？
」
と
返
さ
れ
た
の
で
す

が
、
結
果
的
に
三
年
連
続
の
差

額
が
出
た
の
で
、
言
っ
て
お
い

て
良
か
っ
た
な
と
今
は
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
四
年
連
続
の

差
額
が
出
れ
ば
い
い
な
と
も
思

い
ま
す
。

　

秋
に
な
り
、
賃
金
部
長
出
番

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
人
事
院
勧
告
に
続
き
、

一
〇
月
に
は
神
奈
川
県
人
事
委

員
会
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

給
料
表
の
引
き
上
げ
勧
告
が
国

に
続
い
て
県
で
も
出
さ
れ
、
後

は
確
定
闘
争
で
県
当
局
に
差
額

支
給
を
明
言
さ
せ
れ
ば
大
会
で

の
私
の
宣
言
が
実
現
す
る
の

で
、
あ
と
も
う
一
息
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。
昨
年

の
確
定
闘
争
で
は
、
配
偶
者
に

係
る
扶
養
手
当
の
見
直
し
や
、

給
料
の
調
整
額
の
特
殊
勤
務
手

当
化
等
と
い
っ
た
難
し
い
課
題

も
あ
り
、
県
労
連
幹
事
団
の
一

員
と
し
て
、
真
摯
に
向
き
合
っ

て
き
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
〇
日
に
県
労
連
は

要
求
書
提
出
交
渉
、
回
答
交
渉

を
行
い
、
賃
金
確
定
闘
争
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
局
が
差

額
支
給
を
明
言
し
な
い
こ
と
か

ら
交
渉
は
越
年
と
な
り
、
一
月

二
〇
日
の
最
終
交
渉
で
や
っ
と

差
額
支
給
が
確
定
し
ま
し
た
。

私
の
予
言
？
が
実
現
し
た
瞬
間

で
し
た
。

　

賃
金
確
定
交
渉
が
終
わ
る
と

す
ぐ
に
、
事
務
職
員
部
の
関
東

地
区
学
校
事
務
研
究
集
会
神
奈

川
集
会
が
二
月
四
日
に
待
ち
受

け
て
い
ま
し
た
。
地
元
開
催
な

の
で
、
会
場
手
配
や
各
県
へ
の

連
絡
な
ど
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
準

備
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
今
度
は

春
闘
で
す
。
給
与
の
誤
支
給
問

題
や
、
さ
ら
に
は
、
事
務
職
員

部
の
県
学
校
事
務
研
究
集
会
も

あ
り
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
二
月

三
月
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
。
私
は
、
横

浜
市
立
仲
尾
台
中
学
校
に
異
動

と
な
り
、
ま
た
政
令
市
移
管
も

あ
り
、
三
五
年
目
で
初
め
て
の

中
学
校
勤
務
、
さ
ら
に
は
人
事

給
与
、
旅
費
と
い
っ
た
仕
事
が

庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て

代
わ
り
、
仕
事
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
神
教
組
役
員
や
書

記
さ
ん
、
会
館
の
み
な
さ
ま
、

浜
教
組
を
は
じ
め
地
区
教
組
の

感 

謝 

決 

議

地
区
提
出
議
題

み
な
さ
ま
や
県
労
連
の
方
々
等
、

多
く
の
方
々
と
出
会
え
た
こ
と

は
私
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
一
年
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
職
場
に
復
帰
し
た
後
も
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
間

支
え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

執
行
委
員
・

栄
養
教
職
員
部
長

�

小
森
　
春
美

　

一
年
間
、
執
行
委
員
・
栄

養
教
職
員
部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
湘
北

出
身
の
小
森
で
す
。
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

栄
養
教
職
員
は
、
一
人
職

種
で
、
勤
務
す
る
場
所
も
環

境
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
市
町

に
よ
っ
て
も
状
況
が
違
い
ま

す
。
兼
務
、
市
町
を
ま
た
い

だ
併
任
、
中
学
校
給
食
、
共

同
調
理
場
、
民
間
委
託
と
多
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川
教
組
出
身
の
吉
田
と
申

し
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
に
川
教
組
中

原
支
部
で
組
合
役
員
に
な

り
、
一
九
九
〇
年
に
専
従
役

員
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
振

り
返
る
と
三
〇
年
に
わ
た
っ

て
教
組
役
員
と
し
て
運
動
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
時
役
員
を
一
緒
に
し

て
い
た
方
か
ら
、「
吉
田
さ

ん
は
ず
い
ぶ
ん
学
校
か
ら
遠

い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す

が
、
組
合
の
役
員
に
な
っ
た

時
は
、「
子
ど
も
た
ち
や
教

育
、
教
職
員
に
関
わ
る
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
そ
の

よ
う
な
気
持
ち
で
お
り
ま
し

た
。
そ
し
て
労
金
で
仕
事
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
は
、

教
組
運
動
の
一
端
を
、
違
う

立
場
で
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

の
だ
と
、
自
分
で
は
納
得
し

な
が
ら
務
め
て
き
た
つ
も
り

で
す
。

　

私
は
、
教
組
の
組
合
員
で

あ
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

な
が
ら
、
今
の
立
場
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
組
合
員
で
は

な
く
本
当
の
O
B
に
な
り

ま
す
が
、
引
き
続
い
て
お
世

話
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県教職員組合 2017年度執行部役員
執行委員長 芹　沢　秀　行（三浦）
執行副委員長 田　中　　　剛（川崎）
執行副委員長 宮　坂　　　正（ 中 ）
書 記 長 政　金　正　裕（横浜）
書 記 次 長 谷　　　雅　志（湘南）
書 記 次 長 上　中　研　治（湘北）
執 行 委 員 宮　崎　　　大（西湘）
執 行 委 員（女性部長） 大　橋　由紀子（湘南）
執 行 委 員（事務職員部長） 中　野　一　泰（湘北）
執 行 委 員（養護教員部長） 臼　井　千　浪（ 中 ）
執 行 委 員（障害児教育部長） 柴　田　　　誠（三浦）
執 行 委 員（栄養教職員部長） 黒　田　真由美（三浦）
執 行 委 員（日教組・中央執行委員）倉　田　　　亨（川崎）
執 行 委 員（日教組・特別中央執行委員）北　村　智　之（三浦）
執 行 委 員（連合神奈川・会長） 柏　木　教　一（横浜）

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で

も
組
織
と
し
て
、
悩
み
や
課

題
を
共
有
し
と
り
く
ん
で
き

ま
し
た
。

　

近
年
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
で
は
、
学
校
給
食
の
課

題
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体

の
共
通
理
解
、
そ
し
て
全
教

職
員
の
対
応
が
必
要
だ
と
考

え
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

給
食
を
生
き
た
教
材
と
し

て
行
う
食
教
育
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
の
栄
養
教
諭
の

任
用
拡
大
に
つ
い
て
も
と
り

く
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
度

の
栄
養
教
諭
選
考
試
験
の
選

考
基
準
が
、
経
験
年
数
三
年

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ネ
ッ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

執
行
委
員

�

吉
田
　
正
和

ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の
受
け

持
つ
学
校
数
も
八
校
か
ら
六

校
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

広
域
人
事
を
心
配
し
て
、
選

考
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
仲

間
も
お
り
、
六
校
に
一
人
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
栄

養
教
諭
の
任
用
拡
大
に
む
け
、

今
後
も
執
行
部
と
と
も
に
と

り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

栄
養
教
職
員
は
、
学
校
給

食
を
通
し
て
食
の
大
切
さ
を

伝
え
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

み
ん
な
が
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
毎
日
給
食
を
作
っ

て
い
ま
す
。
専
門
部
と
し
て

は
小
さ
な
栄
養
教
職
員
部
で

す
。
情
宣
活
動
を
通
し
て
、

組
織
拡
大
、
強
化
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ

ま
に
も
各
分
会
に
い
る
栄
養

教
職
員
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
け
た
ら
心
強
い
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

神
教
組
の
み
な
さ
ま
、
湘
北

教
協
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て

常
任
委
員
の
仲
間
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め

て
、
組
合
の
大
切
さ
、
組
織

の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
貴
重
な
一
年
間
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


